
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
十
四
回
目
に
あ
た
る
。
今
回
対
象
と
す
る

の
は
、
天
平
宝
字
七
（
七
六
三
）
年
で
あ
る
。
本
目
録
作
成
に
至
っ
た
経
緯
や
そ

の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
、
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。
た
だ
し
、
特
に
密
接
な
関
係

を
有
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
隣
接
さ
せ
た
場
合
が
あ
る
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
単
体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
を

成
す
場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を
付
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。

ま
た
、
各
文
書
が
小
集
合
を
構
成
し
、
い
く
つ
か
の
小
集
合
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
帳
簿
の
場
合
は
、
最
も
大
き
な
集
合
に
文
書
番
号
を
与
え
、
小
集

合
に
は
枝
番
号
を
、
各
文
書
に
は
さ
ら
に
枝
番
号
を
付
し
て
、
そ
の
成
立
過
程

を
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
。

・
文
書
名
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』（
以
下
『
大
日
古
』
と
略
す
）

の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
往
来
軸
が
あ
る
場
合
は
基
本
的
に

そ
れ
に
基
づ
き
、
公
式
様
文
書
の
場
合
は
発
信
者
と
書
式
を
明
示
す
る
文
書
名

を
付
け
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
（
帳
簿
の
場
合
に
は
開
始
年
月

日
）
を
示
し
た
。（

）
は
推
定
。
な
お
、
以
下
で
は
本
文
・
目
録
と
も
に
、

元
号
の
天
平
宝
字
は
「
宝
字
」
と
略
記
す
る
。

・
期
間
／
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は
「
作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象
の
最
終
年
月
日
を
「
〜
」
に
続
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
記

載
年
月
日
と
作
成
年
月
日
が
同
一
と
は
限
ら
な
い
が
、
特
に
区
別
は
せ
ず
、
記

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
宝
字
七
年
―

山

本

祥

隆

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
六
号

二
〇
一
二
年
三
月
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載
年
月
日
を
も
っ
て
作
成
と
し
た
。

・
写
経
事
業
等
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
主
と
し
て
関
わ
る
写
経
事
業
を
記
し
た
。

特
定
の
写
経
事
業
と
関
係
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、「
－
」
で
示
し
た
。
な

お
、
各
写
経
事
業
の
番
号
は
【
表
】
に
よ
っ
て
い
る
。

・
文
書
機
能
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
果
た
し
た
機
能
や
内
容
を
摘
記
し
た
。

・
作
成
／
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書
の
作
成
／
保
管
主
体
、
ま
た
は
文
書
の

発
信
者
／
受
信
者
を
示
し
た
。
ま
た
、
案
文
の
場
合
に
は
「
写
経
所
（
↓
造
東

大
寺
司
）」
と
い
う
形
で
、
推
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を
示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、『
大
日
古
』
編
年
文
書
二
五
巻
に
お
け
る
所
在
を
巻
数
と

頁
数
に
よ
っ
て
五
３７５
（＝

五
巻
三
七
五
頁
）
の
ご
と
く
示
し
た
。
な
お
、
本
文

に
お
い
て
も
同
様
に
表
記
す
る
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
S＝

正
集
、
Z＝

続
修
、

ZK＝

続
修
後
集
、
ZB＝

続
修
別
集
、
ZZ＝

続
々
修
。
断
簡
番
号
は
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
既
刊
部
分
（
一
〜
六
〔
正
集
〜
続
々
修

一
〕、
以
下
編
纂
所
目
録
と
略
す
）
は
そ
れ
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
に
示
さ
れ
た
紙
数
番
号
を
〈

〉
で
示
し
た
。
未
刊

部
分
は
紙
数
番
号
の
み
を
記
し
た
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
何
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
同
一
の
紙
質
上
で
当
該
文
書
以
外
に
文
字
を
書
く
媒
体

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
を
示
し
た
。
主
に
紙
背
の
利
用
で
あ

る
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
空
欄
と
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
の
留
意
点
を
示
し
、
端
裏
書
や
、
八
世
紀
当
時
お

よ
び
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る
往
来
軸
・
付
箋
の
情
報
は
必
ず
記
す
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』「
未
修
古
文

書
目
録
」（
以
下
、
未
修
目
録
と
略
す
）
に
よ
る
情
報
﹇
飯
田
二
〇
〇
一
〜
二

〇
〇
三
﹈
を
記
し
た
。

・
続
々
修
が
単
一
の
要
素
で
一
巻
を
構
成
す
る
場
合
、
編
纂
以
前
の
姿
を
保
持
し

た
ま
ま
成
巻
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
備
考
の
項
に
、
一
紙
で
一
巻
を
成
す
も
の
に
は
「
ZZ
一
紙
一

巻
」、
複
数
紙
の
も
の
に
は
「
ZZ
一
巻
完
結
」
と
注
記
し
た
。

・
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
は
、『
影
印
集
成
』

と
略
す
。
ま
た
本
書
の
解
説
は
、
集
成
解
説
と
略
す
。

・
本
目
録
に
含
ま
れ
な
い
宝
字
七
年
の
内
容
を
含
む
文
書
に
つ
い
て
は
、
主
に

﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三

写
経
事
業
の
概
観

本
年
（
宝
字
七
年
）
の
写
経
所
の
重
要
な
背
景
と
し
て
、《
孝
謙
太
上
天
皇
―

道
鏡
》
お
よ
び
《
淳
仁
天
皇
―
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）》
と
い
う
二
つ
の
勢

力
の
対
立
関
係
が
あ
る
。
宝
字
四
年
六
月
の
光
明
皇
太
后
の
崩
御
（『
続
紀
』
同

月
乙
丑
条
）
は
孝
謙
と
仲
麻
呂
の
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
後
の
道
鏡
の
台
頭
も
あ
り
、
六
年
六
月
に
、
淳
仁
は
「
常
祀
〈
利
〉
小
事
」

を
、
孝
謙
は
「
国
家
大
事
賞
罰
二
柄
」
を
行
う
こ
と
と
す
る
孝
謙
の
詔
が
発
せ
ら

れ
る
に
及
び
、
両
者
の
確
執
は
決
定
的
と
な
っ
た
（『
続
紀
』
同
月
庚
戌
条
）。
こ

の
対
立
関
係
は
八
年
九
月
の
仲
麻
呂
の
乱
へ
と
帰
結
し
（『
続
紀
』
同
月
乙
巳
条

な
ど
）、
仲
麻
呂
の
敗
死
と
い
う
か
た
ち
で
決
着
を
み
る
こ
と
と
な
る
。

右
の
よ
う
な
政
治
情
勢
は
、
本
年
の
写
経
所
の
運
営
状
況
に
も
よ
く
表
れ
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
一
切
経
事
業
は
内
裏
系
写
経
所
に
よ
る
景
雲
経
書
写
の
み
で
あ

り
（
宝
字
七
年
は
勘
経
段
階
か
）、
東
大
寺
写
経
所
で
は
一
切
経
書
写
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
当
該
期
の
写
経
所
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
写
経
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事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
き
く
《
淳
仁
―
仲
麻
呂
》
系
と
内
裏＝

《
孝
謙
―
道
鏡
》
系
の
二
つ
に
分
類
し
う
る
（﹇
佐
藤
一
九
九
三
﹈﹇
山
下
一
九
九

九
﹈﹇
山
本
二
〇
〇
二
﹈﹇
栄
原
二
〇
〇
三
﹈
な
ど
）。
以
下
、
先
行
研
究
に
よ
り

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
経
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
概
観
し
て
み
た
い
（
各
写
経

事
業
の
番
号
は
【
表
】
に
よ
る
）。

こ
の
時
期
の
写
経
事
業
と
し
て
も
っ
と
も
規
模
の
大
き
な
も
の
が
、
�
二
部
大

般
若
経
一
二
〇
〇
巻
の
書
写
で
あ
る
。
写
経
料
が
節
部
省
（＝

大
蔵
省
）
か
ら
調

綿
の
か
た
ち
で
納
入
さ
れ
、
そ
れ
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
源
が
確
保
さ
れ

た
点
に
特
色
が
あ
り
、
多
く
の
先
学
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
き
た
（
近
年
の
研
究

に
も
﹇
市
川
二
〇
一
一
﹈
な
ど
が
あ
る
）。
宝
字
六
年
十
二
月
に
開
始
さ
れ
た
本

写
経
は
七
年
四
月
こ
ろ
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
関
連
史
料
の
多
く
は
奉
写
二

部
大
般
若
経
解
移
牒
案
と
し
て
六
年
の
継
文
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
（﹇
矢
越
二

〇
〇
七
﹈
参
照
）、
本
稿
の
担
当
範
囲
内
の
文
書
か
ら
詳
細
を
う
か
が
う
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
写
経
が
《
淳
仁
―
仲
麻
呂
》
方
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
事

業
と
想
定
さ
れ
て
い
る
点
に
は
留
意
し
た
い
。

右
の
�
を
取
り
巻
く
よ
う
な
か
た
ち
で
、《
孝
謙
―
道
鏡
》
方
に
よ
る
写
経
が

数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
の
考
察
対
象
と
な
る
も
の
に
限
っ
て
も
、

�
五
部
仁
王
経
疏

�
十
八
種
持
物
之
具
経

�
二
部
法
華
経

�
七
百
巻
経

�
一
部
仁
王
経
疏

�
四
十
巻
経

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�
の
開
始
は
六
年
閏
十
二
月
七
日
で
あ
る
が
（〔
〇
四
―
〇
一
〕）、
内
裏
へ
の

奉
請
（
納
入
）
は
七
年
二
月
九
日
で
あ
り
（〔
〇
四
―
〇
三
〕）、
年
を
ま
た
ぐ
か

た
ち
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。〔
〇
四
―
〇
一
〕
に
は
本
写
経
が
「
弓
削
禅

師
」＝

道
鏡
の
宣
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、《
孝
謙
―
道

鏡
》
系
に
属
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

�
は
比
較
的
多
く
の
関
連
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
進
行
状
況
を
よ
く
復
原
し

う
る
事
業
で
あ
る
。〔
二
四
―
〇
一
〕
に
よ
れ
ば
本
写
経
が
開
始
を
宣
せ
ら
れ
た

の
は
六
年
八
月
十
三
日
で
あ
る
が
、
他
の
文
書
か
ら
は
本
格
的
に
事
業
が
動
き
出

す
の
は
七
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、﹇
山
本
二

〇
〇
二
﹈
は
本
写
経
を
二
つ
に
分
割
し
て
理
解
す
る
が
、
こ
れ
は
〔
〇
七
〕
の
日

付
を
八
月
と
翻
刻
す
る
『
大
日
古
』
に
従
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
を
参
照
す
る
と
「
正
月
」
と
み
る
の
が
正
し
く
、

単
一
の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。〔
〇
九
―
〇
一
〕
に
は
写
経
料
が
内
裏

よ
り
請
来
さ
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
関
係
史
料
の
な
か
に
�
井
根
道
・
上
馬
養
の
名

が
見
い
だ
せ
る
こ
と
か
ら
、《
孝
謙
―
道
鏡
》
系
の
事
業
と
判
断
さ
れ
る
。

�
は
七
年
二
月
二
五
日
に
始
ま
り
（〔
一
一
〕）、
三
月
三
日
こ
ろ
か
ら
実
際
の

作
業
が
動
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（〔
二
四
―
〇
二
〕）。
そ
し
て
、〔
四
七
―
〇

二
〕
に
よ
れ
ば
七
月
十
八
日
に
「
佐
官
御
所
」
に
奉
請
（
納
入
）
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
約
五
ヶ
月
を
か
け
て
本
事
業
は
終
了
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
も
〔
二
四
―
〇
二
〕〔
四
七
―
〇
二
〕
か
ら
写
経
が
「
大
僧
都
」＝

良
弁
の
宣

に
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
（
良
弁
は
東
大
寺
別
当
と
し
て
孝
謙
に

近
い
立
場
に
い
た
）、
ま
た
〔
一
二
〕
に
は
石
山
院
大
般
若
経
料
の
残
部
を
本
写

経
料
に
便
用
せ
よ
と
の
「
内
裏
宣
」
が
記
さ
れ
て
い
る
で
、《
孝
謙
―
道
鏡
》
系

の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

�
も
多
く
の
関
連
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
ま
た
道
鏡
牒
（〔
一

六
〕）
の
存
在
か
ら
、《
孝
謙
―
道
鏡
》
系
の
写
経
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
七
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年
三
月
十
日
の
道
鏡
牒
に
よ
り
写
経
が
開
始
さ
れ
る
が
（〔
一
六
〕）、
翌
十
一
日

に
は
さ
っ
そ
く
用
度
申
請
が
行
わ
れ
（〔
一
七
〕）、
十
七
日
こ
ろ
か
ら
料
物
が
納

入
さ
れ
始
め
る
（〔
二
〇
―
〇
一
〕〔
二
一
〕）。〔
一
六
〕
に
は
「
早
令
奉
写
」
と

の
道
鏡
の
文
言
が
あ
る
が
、
実
際
の
写
経
は
四
〜
六
月
こ
ろ
に
か
け
て
行
わ
れ
て

い
る
（〔
二
八
〕
な
ど
）。
ま
た
六
月
中
旬
に
勘
経
が
行
わ
れ
て
お
り
（〔
四
一
〕）、

そ
こ
か
ら
推
す
に
全
行
程
の
完
了
は
六
月
下
旬
こ
ろ
、
あ
る
い
は
七
月
ま
で
ず
れ

込
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
〔
二
九
―
〇
二
・
〇
三
〕
か
ら
、
少
な
く
と
も
一

部
の
奉
請
（
納
入
）
は
八
年
九
月
ま
で
遅
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

�
は
四
月
十
七
日
に
「
法
順
宣
」
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
写
経
で
あ
る
が
（〔
〇

四
―
〇
四
〕）、
詳
細
は
不
明
な
点
が
多
い
。「
法
順
」
は
〔
〇
四
―
〇
四
〕
に
し

か
見
え
な
い
尼
僧
で
あ
る
が
、
法
名
を
法
基
と
称
し
た
孝
謙
は
、
近
侍
す
る
尼
僧

に
も
「
法
」
字
を
有
す
る
法
名
を
持
つ
も
の
が
多
い
の
で
（
法
均＝

和
気
広
虫
な

ど
）、
法
順
も
そ
の
よ
う
な
尼
僧
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
事
業
も
《
孝
謙
―
道
鏡
》
系
写
経
と
推
察
さ
れ
る
。

�
は
、
本
年
に
お
け
る
中
心
的
な
写
経
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
六

月
三
〇
日
付
の
道
鏡
牒
（〔
四
二
〕）
に
よ
り
写
経
が
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は

七
月
六
日
ま
で
に
書
写
を
完
了
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業

が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、〔
四
三
―
〇
一
〕
か
ら
は
本
経
、
特
に
孔
雀
王
呪
経

の
入
手
に
苦
労
し
書
写
対
象
が
変
更
さ
れ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
、
事
業
進
行
に
は

困
難
も
伴
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
か
、
奉
請
（
納
入
）
は

十
二
月
に
ま
で
ず
れ
込
ん
で
い
る
（〔
四
七
―
〇
三
〕）。
道
鏡
牒
に
よ
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
に
《
孝
謙
―
道
鏡
》
系
写
経
と
判
断
さ
れ
る
点
は
�
と
同
様
で
あ
る
。

以
上
、《
淳
仁
―
仲
麻
呂
》
系
写
経
と
考
え
ら
れ
る
�
、
お
よ
び
《
孝
謙
―
道

鏡
》
系
の
各
写
経
事
業
を
瞥
見
し
て
き
た
が
、
本
年
に
は
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か

の
写
経
が
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

�
大
般
若
経

�
法
華
経
・
顕
无
辺
仏
土
経

�
法
華
経

�
阿
弥
陀
経

	
心
経



花
厳
経

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
�
は
、
実
際
の
作
業
自
体
は
六
年
内
に
終
了
し
て
い
る
が
奉
請
（
納

入
）
は
遅
れ
、
七
年
九
月
一
日
・
九
日
・
十
五
日
の
三
度
に
分
け
て
内
裏
に
奉
請

さ
れ
た
こ
と
が
〔
四
九
〕
よ
り
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
事
業
も
史
料

に
乏
し
く
、
作
業
の
具
体
相
に
迫
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
り
わ
け
�
・
�
・
	
な

ど
は
、﹇
山
本
二
〇
〇
二
﹈
の
指
摘
に
従
え
ば
、
写
経
所
で
行
わ
れ
た
の
は
予
算

書
の
作
成
の
み
で
あ
り
、
実
際
の
作
業
は
他
所
で
遂
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
が
宝
字
七
年
の
写
経
所
お
よ
び
写
経
事
業
の
概
観
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
念

頭
に
置
い
た
上
で
、
以
下
で
は
各
文
書
を
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。四

個
別
文
書
の
検
討

〔
〇
一
〕
造
東
大
寺
司
解
案

造
東
大
寺
司
お
よ
び
造
上
山
寺
菩
薩
所
以
下
の
被
管
諸
所
の
、
宝
字
六
年

閏
十
二
月
分
の
告
朔
解
の
案
。﹇
山
下
一
九
九
九
﹈
は
本
文
書
な
ど
に
基
づ

き
、
当
該
期
の
造
東
大
寺
司
各
所
に
は
別
当
が
二
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
二
人
の
別
当
に
は
上
位
と
下
位
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
末
尾
に
長
官
以
下
の
造
東
大
寺
司
官
人
が
列
挙
さ
れ
て
お
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り
、
宝
字
七
年
年
初
時
点
に
お
け
る
官
人
構
成
が
う
か
が
え
る
点
も
貴
重
で

あ
る
。
た
だ
し
本
年
中
に
も
異
動
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

参
考
と
し
て
以
下
に
、
判
明
す
る
限
り
に
お
け
る
本
年
の
造
東
大
寺
司
官
人

を
記
す
（
本
文
書
お
よ
び
続
紀
に
よ
る
）。

長
官

正
四
位
上
坂
上
忌
寸
犬
養

（
〜
正
月
九
日
）

従
四
位
下
佐
伯
宿
祢
今
毛
人
（
正
月
九
日
〜
四
月
十
四
日
）

正
五
位
下
市
原
王

（
四
月
十
四
日
〜
）

次
官

正
五
位
下
国
中
連
公
麻
呂

判
官

外
従
五
位
下
上
毛
野
公
真
人
（
〜
正
月
九
日
）

正
六
位
上
�
井
連
根
道

（
〜
十
二
月
二
十
九
日
）

主
典

正
六
位
上
弥
努
連
奥
麻
呂

正
六
位
上
志
斐
連
麻
呂

正
六
位
上
安
都
宿
祢
雄
足

従
六
位
上
阿
刀
連
酒
主

史
生

従
七
位
下
麻
柄
勝
�
登
全
麻
呂

正
八
位
下
阿
刀
造
与
佐
弥

従
八
位
上
秦
忌
寸
益
倉

大
初
位
上
土
師
宿
祢
男
成

な
お
、
長
官
が
目
ま
ぐ
る
し
く
交
替
し
て
い
る
の
は
こ
の
時
期
の
《
孝
謙
太

上
天
皇
―
道
鏡
》
対
《
淳
仁
天
皇
―
藤
原
仲
麻
呂
》
と
い
う
政
局
の
情
勢
を

反
映
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（﹇
栄
原
二
〇
〇
三
﹈）。

〔
〇
二
〕
安
都
雄
足
啓
案

安
都
雄
足
の
啓
お
よ
び
状
を
抜
書
き
し
記
録
し
た
案
。
雄
足
が
関
わ
る
こ

と
、
お
よ
び
内
容
か
ら
石
山
寺
関
連
の
文
書
と
推
察
さ
れ
る
。
文
書
名
に
つ

い
て
、〔
―
〇
一
〕
は
冒
頭
お
よ
び
文
末
に
「
謹
啓�

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
啓

と
し
、
反
対
に
〔
―
〇
二
〕
は
冒
頭
に
そ
れ
が
な
く
、
ま
た
文
末
が
「
今
具

状�

、
謹
白
」
と
な
る
こ
と
か
ら
状
と
し
た
。

〔
〇
三
〕
造
物
所
解

舎
人
等
の
交
名
に
関
す
る
造
物
所
解
の
正
文
。
提
出
先
は
造
東
大
寺
司
で

あ
ろ
う
が
、
反
故
紙
と
し
て
写
経
所
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
行
目
の
「
此
面
不
要
」
は
、
二
次
利
用
の
後
に
な
さ
れ
た
、
紙
背
（〔
一

〇
〕）
が
保
存
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
追
記
と
考
え
ら
れ
る
。
現

状
で
は
〔
〇
三
〕
が
表
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
続
々
修
編
纂
の
際
に
内

容
的
に
整
っ
て
い
る
面
を
表
と
し
て
成
巻
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
未
修
目
録
（「
造
物
所
解
〈
申
舎
人
等
交
名
事

天
平
宝
字
七
年
正

（
マ
マ
）

月
十
日
〉
一
枚
」）
か
ら
は
、
本
文
書
が
単
独
の
か
た
ち
で
伝
来
し
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。

〔
〇
五
〕
嶋
浄
浜
請
暇
解

〔
〇
六
〕
岡
人
成
請
暇
解

類
似
の
請
暇
解
二
通
。〔
〇
六
〕
は
年
不
明
だ
が
、『
大
日
古
』
は
〔
〇

五
〕
に
よ
る
類
収
と
し
て
宝
字
七
年
に
収
め
る
。〔
〇
五
〕
の
日
付
が
正
月

二
四
日
、
紙
背
が
二
日
後
の
二
六
日
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
紙
背
の
日

付
が
宝
字
七
年
正
月
二
六
〜
三
〇
日
の
〔
〇
六
〕
を
当
年
の
文
書
と
見
な
す

こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
編
纂
所
目
録
も
紙
背
面
で
の
両
者
の
接
続

を
想
定
し
て
い
る
（﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目
録
一
一
一
―
一
九
〜
二
三
も
参

照
）。〔
〇
五
〕
は
奥
に
判
許
の
追
記
が
あ
り
申
請
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
に
対
し
、〔
〇
六
〕
に
は
そ
れ
が
な
く
対
照
的
で
あ
る
。

〔
〇
七
〕
造
東
寺
司
奉
写
十
八
種
持
物
之
具
経
用
度
文
案

現
状
で
は
各
所
に
散
在
す
る
五
断
簡
が
接
続
す
る
こ
と
が
、
編
纂
所
目
録

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
第
一
・
二
紙
間
は
接
続
カ
、
他
は
接
続
）。
十
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八
種
物
と
は
楊
枝
・
澡
豆
・
三
衣
・
瓶
・
鉢
・
坐
具
・
錫
杖
・
香
燼
・
漉
水

囊
・
手
巾
・
刀
子
・
火
燧
・
鑷
子
・
縄
床
・
経�

・
律�

・
仏
像
・
菩
薩
形
像
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
が
梵
網
経
に
説
か
れ
て
お
り
（﹇
石
田
一
九
五
八
﹈）、
本

文
書
に
見
え
る
梵
網
経
お
よ
び
四
分
僧
戒
本
・
四
分
尼
戒
本
（＝

四
分
律
）

が
、
そ
の
う
ち
の
経
・
律
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
〔
〇
九
〕
と

本
文
書
は
同
一
の
写
経
事
業
（＝

�
）
に
関
わ
る
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
、
文
書
名
の
上
で
は
紛
ら
わ
し
い
が
、
今
回
は
当
該
文
書
中
の
呼
称

に
基
づ
く
文
書
名
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
﹇
山
本
二
〇
〇
二
﹈
は

本
文
書
と
〔
〇
九
〕
な
ど
を
別
の
事
業
に
関
す
る
文
書
と
す
る
が
、
こ
れ
は

本
文
書
の
日
付
を
「
八�

月
廿
八
日
」
と
す
る
『
大
日
古
』
に
よ
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
を
参
照
す
る
と
こ

れ
は
『
大
日
古
』
の
翻
刻
ミ
ス
で
あ
り
、
日
付
は
「
正�

月
廿
八
日
」
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
二
つ
の
事
業
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た

﹇
東
野
二
〇
〇
九
﹈
に
よ
る
と
、
本
文
書
に
み
え
る
四
分
律
は
数
あ
る
律
蔵

の
中
で
も
も
っ
と
も
有
力
な
も
の
で
あ
り
、
中
国
南
北
朝
時
代
に
は
優
勢
を

築
き
、
唐
代
に
は
律
と
言
え
ば
四
分
律
を
指
す
と
い
う
状
況
が
ほ
ぼ
出
来
上

が
っ
て
い
た
と
い
う
。

〔
〇
八
〕
上
馬
養
状

上
馬
養
か
ら
吉
成
に
宛
て
た
、
鳥
・
鴨
の
進
上
を
求
め
る
状
。﹇
吉
田
一

九
六
五
﹈
に
分
析
が
あ
り
、
以
下
そ
れ
に
よ
り
概
略
を
述
べ
る
。

吉
成
（「
好
成
」
と
も
、
十
一
４２０
）
は
安
都
雄
足
の
側
近
で
あ
り
、
ま
た

文
中
の
「
佐
官
」
も
雄
足
を
指
す
。
そ
の
縁
で
本
文
書
は
雄
足
の
手
に
渡
り
、

反
故
紙
と
し
て
二
次
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
高
屋
」
は
、
安
都

氏
の
本
拠
地
と
の
関
係
か
ら
、
河
内
国
古
市
郡
の
高
屋
に
相
当
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
鳥
を
運
ぶ
の
が
佐
官
高
屋
宅
へ�

な
の
か
、
そ
れ
と
も
佐
官

高
屋
宅
か�

ら�

な
の
か
な
ど
、
内
容
に
は
不
明
瞭
な
点
も
残
る
。

〔
〇
九
〕
奉
写
梵
網
経
并
四
分
律
充
装
潢
紙
帳

梵
網
経
・
四
分
戒
本
（＝

四
分
律
）
書
写
事
業
（＝

�
）
に
お
け
る
充

紙
・
打
紙
お
よ
び
料
紙
に
関
す
る
記
録
。
現
状
で
は
二
紙
で
一
巻
を
成
す
が
、

〔
―
〇
二
〕
の
付
箋
に
よ
る
と
未
修
目
録
で
は
「
梵
網
経
卌
巻
〈
二
月
六

日
〉
一�

枚�

」
に
該
当
す
る
た
め
、
続
々
修
成
巻
以
前
に
は
〔
―
〇
一
〕〔
―

〇
二
〕
は
別
紙
の
状
態
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
る
と
、『
大
日
古
』

は
〔
―
〇
二
〕
の
日
付
（「
二
月
六
日
」）
を
「
廿
脱
ヵ
」
と
す
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
よ
う
に
見
な
す
必
要
は
な
く
、
六
日
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
以
上
よ
り
、
往
来
軸
は
〔
―
〇
一
〕
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
〔
〇
九
〕
全
体
の
文
書
名
と
す
る
に
は
問
題

が
あ
る
が
、
今
回
は
原
則
に
従
い
往
来
軸
の
記
載
を
生
か
し
た
文
書
名
を
採

用
し
た
。

〔
一
〇
〕
奉
写
梵
網
経
并
四
分
戒
本
用
度
注
文

冒
頭
に
は
四
分
尼
・
僧
戒
本
し
か
見
え
な
い
が
、「
加
用
紙
」
以
下
の
各

種
の
数
値
が
〔
〇
七
〕
と
合
致
す
る
た
め
、
用
度
に
は
梵
網
経
書
写
料
も
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
文
書
右
端
は
痛
み
が
激
し
く
、
そ
の

点
も
考
慮
す
る
と
元
来
は
右
端
に
「
梵
網
経
卌
巻
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
文
書
名
に
は
「
梵
網
経
」
を
加
え
た
。
な

お
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
・
筆
跡
か
ら
は
〔
〇
七
〕
の
草
案
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
年
の
文
書
と
み
な
し
採
録
し
た
。

〔
一
三
〕
奉
写
法
華
経
本
注
文

法
華
経
書
写
の
充
本
の
記
録
か
。
年
紀
不
明
。
宝
字
七
年
に
は
�
二
部
法

華
経
書
写
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
『
大
日
古
』
は
本
年
に
類
収

す
る
が
、
書
写
が
一
部
の
み
で
あ
る
こ
と
、
本
文
書
に
載
る
写
経
生
が
�
関
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連
の
他
の
史
料
に
見
出
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
本
年
の
文
書
で
な
い
可
能
性

が
高
い
。
し
か
し
断
定
は
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
今
回
は
『
大
日
古
』
に
従

い
目
録
に
加
え
た
。

〔
一
四
〕
飯
高
息
足
状

�
二
部
大
般
若
経
料
を
確
保
す
る
た
め
の
綿
の
売
却
に
関
す
る
飯
高
息
足

の
状
。
宛
先
の
「
佐
官
」
は
安
都
雄
足
。
売
却
直
と
し
て
ひ
と
ま
ず
銭
一
四

貫
を
進
納
す
る
こ
と
、
売
却
責
任
額
を
屯
別
六
五
文
か
ら
六
〇
文
へ
引
き
下

げ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
著
名
な
史
料
で
あ
る
が
、
詳
細
は
﹇
吉

田
一
九
六
五
﹈﹇
山
本
二
〇
〇
二
﹈﹇
市
川
二
〇
一
一
﹈
な
ど
参
照
。
関
連
史

料
と
し
て
売
料
綿
下
帳
（
十
六
７４
〜
７８
・
十
五
２９２
）、
奉
写
二
部
大
般
若
経

雑
物
納
帳
（
五
３００
〜
３０６
・
十
六
１２１
〜
１２９
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
一
五
〕
僧
慶
宝
状

信
楽
板
殿
（＝

藤
原
豊
成
殿
）
を
解
体
し
、
石
山
寺
に
移
築
す
る
事
業
に

関
わ
る
文
書
。
こ
れ
に
際
し
て
は
「
信
楽
殿
壊
運
所
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
所

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
慶
宝
お
よ
び
文
中
の
法
宣
は
こ
の
事
業
の
領
を

務
め
て
い
た
。﹇
岡
藤
一
九
九
三
﹈
に
基
づ
き
本
事
業
の
経
過
を
概
略
す
る

と
、

一
、
屋
丈
尺
勘
注
解
（
矢
口
公
吉
人
解
、
二
五
３０５
）
の
作
成

…
宝
字
五
年
十
二
月
二
八
日
付
、
準
備
段
階

二
、
本
所
か
ら
石
山
津
ま
で
の
壊
運
漕

（
一
）
本
所
↓
夜
須
潮
の
壊
運
漕

…
宝
字
六
年
二
〜
四
月
頃

（
二
）
夜
須
潮
↓
石
山
津
の
運
漕

…
六
月
頃

三
、
足
庭
で
の
食
堂
へ
の
改
作

…
七
月
下
旬

と
な
る
。
つ
ま
り
本
事
業
は
宝
字
六
年
秋
に
は
完
了
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

夜
須
潮
で
材
木
の
流
失
と
い
う
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
た
め
未
払
い
分
の
清

算
が
遅
れ
て
い
た
。
本
文
書
は
そ
れ
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
七
年
三
月
の

時
点
で
も
事
態
が
決
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
事
業
お

よ
び
信
楽
板
殿
壊
運
所
に
つ
い
て
は
﹇
櫛
木
一
九
七
九
﹈﹇
松
原
一
九
八

五
﹈﹇
大
橋
一
九
九
五
﹈
な
ど
参
照
。

〔
一
六
〕
法
師
道
鏡
牒

最
勝
王
経
十
一
部
以
下
の
諸
経
の
書
写
（＝

�
七
百
巻
経
書
写
事
業
）
を

命
じ
る
道
鏡
の
牒
。
本
文
書
で
は
「
仰
根
道
」
と
し
て
�
井
根
道
が
直
に
指

名
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。﹇
山
本
二
〇
〇
二
﹈
に
よ
る
と
、
当
該

期
の
写
経
所
に
は
《
安
都
雄
足
―
下
道
主
》
お
よ
び
《
�
井
根
道
―
上
馬

養
》
と
い
う
二
つ
の
指
揮
系
統
が
存
在
し
、
前
者
が
《
淳
仁
―
仲
麻
呂
》
派
、

後
者
が
《
孝
謙
―
道
鏡
》
派
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
文
書
は
そ
の
想
定

を
支
え
る
有
力
な
根
拠
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

〔
一
七
〕
造
東
寺
司
解
案

�
七
百
巻
経
書
写
の
た
め
の
用
度
申
請
解
の
案
。
紙
背
は
〔
〇
一
〕。
現

状
で
は
右
端
に
新
補
紙
を
貼
り
新
補
軸
を
付
け
て
お
り
、
左
端
に
も
新
補
表

紙
を
貼
り
継
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
続
修
別
集
編
纂
時
に
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
第
六
紙
の
左
端
上
部
に
墨
点
が
あ
る
が
、
編
纂
所
目
録
に
よ
る

と
こ
れ
は
続
修
別
集
成
巻
の
際
に
表
紙
取
付
け
位
置
を
示
す
た
め
に
裏
と
な

る
べ
き
面
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
本
巻
は
表
裏
が
当

初
の
意
図
と
は
逆
の
状
態
で
成
巻
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

〔
一
九
〕
奉
写
経
所
解
案

�
二
部
法
華
経
・
顕
无
辺
仏
土
経
書
写
の
た
め
の
用
度
申
請
解
の
案
。
本

写
経
事
業
に
関
す
る
現
存
唯
一
の
文
書
。
現
状
で
は
前
半
（
ZZ
４２
―
４

〈
２
〉）
と
後
半
（
ZZ
４２
―
４
裏
〈
６
〜
３
〉）
に
分
割
さ
れ
る
が
、﹇
山
本
二

〇
〇
二
﹈
は
「
記
述
内
容
の
繋
が
り
、
筆
跡
の
同
一
性
な
ど
か
ら
推
し
て
」
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元
来
は
接
続
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

分
割
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
続
々
修
編
纂
に
際
し
て
紙
背
（〔
四

三
〕）
が
表
と
さ
れ
た
た
め
余
白
（＝

本
文
書
前
半
）
を
切
り
離
し
た
、
と

い
う
可
能
性
も
想
定
し
う
る
。

〔
二
〇
〕
経
所
解
案

四
通
の
経
所
解
を
抜
き
書
き
し
た
記
録
。〔
―
〇
四
〕
に
見
え
る
銅
銘
は

い
わ
ゆ
る
聖
武
天
皇
勅
書
銅
版
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
﹇
東
野
一
九
九

五
﹈
に
詳
し
く
、
か
つ
て
は
平
安
時
代
以
降
の
偽
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実

際
に
は
奈
良
時
代
に
製
作
さ
れ
た
真
作
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（﹇
水
野
二
〇
〇
五
﹈﹇
榊
原
二
〇
〇
五
﹈
な
ど
も
参
照
）。
な
お
文
書
名
に
つ

い
て
、
冒
頭
に
「
解
」
字
を
有
す
る
〔
―
〇
三
〕〔
―
〇
四
〕
は
「
経
所
解

案
」
と
し
、
反
対
に
そ
れ
が
な
い
〔
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
〕
は
「
経
所
注

文
」
と
し
て
区
別
し
た
。

〔
二
四
〕
奉
写
梵
網
経
并
四
分
律
充
本
帳

複
数
の
写
経
事
業
の
関
連
文
書
よ
り
抜
き
書
き
し
て
作
成
さ
れ
た
記
録
。

〔
―
〇
一
〕
が
二
紙
に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
〔
―
〇
一
〕
が
作
成
さ

れ
、
そ
の
余
白
に
〔
―
〇
二
〕〔
―
〇
三
〕
が
順
次
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
（〔
―
〇
一
〕
の
追
記
は
さ
ら
に
そ
の
後
か
）。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
場
合
、〔
―
〇
二
〕
の
日
付
は
三
月
三
日
で
あ
る
が
三
月
十
八
日

付
の
〔
―
〇
一
〕
よ
り
後
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
た
め
、〔
二
四
〕
全

体
の
「
年
月
日
」「
期
間
／
作
成
」
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
宝
字7.3.18

」

「
〜
宝
字8.1.3

」
と
表
す
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
そ
の
場
合
も
、
往
来
軸
が

十
九
日
付
と
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
文
書
名
に
つ
い
て
、〔
二

四
〕
全
体
と
し
て
は
複
数
の
写
経
事
業
に
関
わ
る
点
が
問
題
と
な
る
が
、
今

回
は
原
則
に
従
い
往
来
軸
の
記
載
を
生
か
し
た
文
書
名
を
採
用
し
た
。

〔
二
七
〕
奉
写
七
百
巻
経
充
紙
筆
墨
帳

第
一
紙
と
第
二
紙
に
ま
た
が
る
か
た
ち
で
、
二
行
分
の
未
収
文
字
が
あ
る
。

「
合
請
紙
二
百
帳
〈
正
用
一
百
七
十
九
／
空
二
、
破
四
、
返
上
十
五
〉、
廿
九

日
〈
廿
〉、
五
月
一
日
〈
廿
〉、
二
日
〈
廿
〉、
六
日
〈
廿
〉、
十
〈
廿
〉、
七

日
〈
廿
〉、
八
日
〈
廿
〉」（
一
行
目
）

「
十
一
日
〈
廿
〉、
廿
一
日
〈
廿
〉、
廿
二
日
〈
廿
〉、
廿
五
日
〈
廿
〉、
廿
八

日
〈
廿
〉、
返
上
〈
筆
二
、
墨
一
村
、
一
〉」（
二
行
目
）

〔
二
九
〕
奉
写
七
百
巻
経
本
充
帳

�
七
百
巻
経
書
写
事
業
に
関
す
る
文
書
。〔
―
〇
二
〕
は
二
紙
に
ま
た
が

る
〔
―
〇
一
〕
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、〔
―
〇
三
〕
は
新
た
に

第
三
紙
を
貼
り
継
い
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
三
者
が
密
接
に
関
係
す
る
文
書

と
し
て
記
録
・
保
管
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け

れ
ば
、〔
―
〇
二
〕
の
「
金
剛
般
若
経
三
百
巻
」
お
よ
び
〔
―
〇
三
〕
の

「
金
剛
般
若
経
一
百
五
十
巻
」
は
と
も
に
〔
―
〇
一
〕
の
「
金
剛
般
若
経
六

百
巻
」
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
〔
―
〇
二
〕〔
―
〇

三
〕
の
「
奉
請
」
は
、
経
典
の
貸
し
借
り
の
場
面
に
お
け
る
一
般
的
な
用
法

と
は
や
や
異
な
り
、「
内
裏
」「
大
仏
殿
」
へ
の
納
入
・
奉
納
（
必
ず
し
も
返

還
を
伴
わ
な
い
広
義
の
「
授
」）
の
意
味
に
解
し
う
る
こ
と
と
な
る
。「
奉

請
」
は
経
典
の
貸
出
・
借
用
双
方
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
﹇
大
平
一

九
九
〇
﹈
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
書
の
「
奉
請
」
は
、
さ
ら
に

広
い
用
例
と
見
な
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔
三
〇
〕
荊
嶋
足
手
実

装
潢
荊
嶋
足
の
手
実
。
端
裏
書
（「
装
潢
等
手
実
」）
か
ら
、
元
来
は
類
似

の
手
実
が
複
数
継
が
れ
て
帳
簿
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
奥

の
追
記
は
本
文
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
が
、
紙
背
（〔
三
六
〕）
に
上
馬
養
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の
署
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
馬
養
が
何
ら
か
の
メ
モ
と
し
て
書
き
記
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
三
一
〕
万
昆
太
智
請
暇
解

万
昆
太
智
の
請
暇
解
。
下
痢
が
治
ら
ず
、
当
日
一
日
の
休
暇
を
追
加
請
求

し
て
い
る
。
左
に
約
一
二
糎
の
余
白
が
あ
る
が
判
許
の
追
記
な
ど
は
な
く
、

申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
不
明
な
点
は
、〔
〇
六
〕
と
同
様
で
あ
る
。

〔
三
二
〕
土
師
男
成
海
藻
送
文

土
師
男
成
に
よ
る
長
門
海
藻
の
進
送
に
際
し
て
付
さ
れ
た
送
文
。
海
藻

（
お
よ
び
本
文
書
）
の
送
り
先
と
し
て
は
造
東
大
寺
司
な
ど
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、
仮
に
送
付
先
が
写
経
所
以
外
で
あ
れ
ば
本
文
書
は
写
経
所
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
反
故
紙
と
な
り
、
そ
の
場
合
は
紙
背
の
二
次
利
用
が
意
図

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
本
文
書
は
料
紙
が
完
型
（
幅
約
二
八
糎
、

左
の
余
白
約
一
八
・
五
糎
）
で
あ
る
の
に
紙
背
は
空
で
あ
り
、
二
次
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
長
門
海
藻
（
お
よ
び
本
文
書
）
の
送
り
先
は

写
経
所
で
あ
り
、
本
文
書
は
当
所
で
受
領
の
記
録
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
、

と
想
定
す
る
の
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
海
藻
が
写
経

所
内
で
消
費
さ
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
さ
ら
に
他
所
に
送
ら
れ
た
か
は
不
明
。

〔
三
三
〕
土
師
男
成
請
物
文

土
師
男
成
に
よ
る
不
足
物
品
購
入
の
た
め
の
請
物
文
と
思
わ
れ
る
が
、
上

部
破
損
の
た
め
詳
細
は
不
明
。
た
だ
し
一
行
目
に
「
升�

別
十
一
文
」
と
見
え

る
こ
と
か
ら
、
品
目
と
し
て
は
米
な
ど
の
穀
類
、
あ
る
い
は
酒
類
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。﹇
関
根
一
九
六
九
﹈
に
よ
る
と
、
宝
字
六
年
の
時
点
で
浄
酒

（＝

清
酒
ヵ
）
が
升
別
一
七
文
、
粉
酒
が
同
一
〇
文
、
白
酒
が
一
三
文
、
古

酒
が
六
文
、
米
が
七
文
で
あ
っ
た
と
い
う
。
年
未
詳
で
あ
る
が
、〔
三
二
〕

に
よ
る
類
収
。

〔
三
四
〕
堝
坂
宅
解

宿
置
し
て
あ
る
白
米
の
借
用
を
申
請
す
る
解
。
こ
の
白
米
が
堝
坂
宅
に
宿

置
さ
れ
た
の
は
宝
字
三
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
（
太
諸
上
宿
置
米
注
文
、
ZZ

１８
―
３
裏
〈
２９
〉、
四
３６７
）。﹇
吉
田
一
九
六
五
﹈
に
よ
る
と
、
堝
坂
宅
は
安

都
雄
足
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
宅
で
あ
り
（
堝
坂
は
地
名
）、
紙
背
は
空

だ
が
他
の
石
山
寺
関
係
文
書
と
同
じ
よ
う
な
経
由
で
残
存
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
い
、
受
信
者
は
「
安
都
雄
足
ヵ
」
と
し

た
。
な
お
そ
の
場
合
、
本
文
書
は
厳
密
に
は
写
経
機
関
関
係
文
書
に
は
含
ま

れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
著
名
な
史
料
で
あ
り
、
ま
た
安
都
雄
足
自
身
が
写

経
所
に
密
接
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
る
た
め
、
目
録
に
採
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

〔
三
五
〕
大
師
家
牒
等
案

大
師
（＝

藤
原
仲
麻
呂
）
家
牒
お
よ
び
関
連
文
書
を
貼
り
継
い
で
作
成
し

た
記
録
。
内
容
的
に
は
大
師
家
へ
の
経
典
の
奉
請
（
貸
出
）
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
本
文
書
に
つ
い
て
は
﹇
栄
原
二
〇
〇
〇
﹈
に
詳
細
な
検
討
が
あ
る

の
で
、
以
下
そ
れ
を
参
考
に
概
略
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
本
文
書
の
紙
背
は
宝
亀
四
年
四
・
五
月
の
告
朔
解
案
と
し
て
二
次

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
二
通
の
告
朔
解
案
の
境
目
は
第
四
紙
の
途
中
に
あ
り
、

ま
た
五
月
告
朔
解
案
の
末
尾
（
左
端
）
に
余
白
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
大

師
家
へ
の
経
典
奉
請
に
関
わ
る
巻
物
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
本
文
書
に
当
た

る
部
分
を
取
り
出
し
、
紙
背
に
二
通
の
告
朔
解
案
を
書
き
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
書
の
貼
り
継
ぎ
は
奈
良
時
代
に
お
け
る
整
理

の
原
形
を
留
め
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
個
別
の
内
容
を
み
る
と
、〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
は
大
師
家
よ
り
東
大

寺
三
綱
宛
て
に
出
さ
れ
た
花
厳
経
疏
四
一
巻
・
涅
槃
経
疏
四
三
巻
の
借
用
申
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請
の
牒
（
正
文
）
で
あ
り
、〔
―
〇
一
―
〇
二
〕
が
そ
れ
に
対
応
す
る
貸
出

状
の
案
で
あ
る
。
第
六
紙
冒
頭
の
追
記
は
、
紙
を
ま
た
い
で
は
い
る
が
、

〔
―
〇
二
〕
で
は
な
く
〔
―
〇
一
〕
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て

〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
に
よ
り
申
請
さ
れ
た
借
用
経
典
の
返
却
は
、
仲
麻
呂
の

乱
の
の
ち
、
天
平
神
護
元
（
七
六
五
）
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

〔
―
〇
三
―
〇
二
〕
で
も
涅
槃
経
疏
・
花
厳
経
疏
の
み
が
貸
し
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
、〔
―
〇
一
―
〇
二
〕
と
〔
〇
三
―
〇
二
〕
の
経
巻
数
を
合
計
し
て

も
〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
を
上
回
ら
な
い
こ
と
、〔
―
〇
一
―
〇
二
〕
と
〔
―

〇
三
―
〇
二
〕
と
で
重
複
す
る
経
典
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、〔
―
〇
三
―

〇
二
〕
は
〔
―
〇
一
―
〇
二
〕
の
時
点
で
は
貸
し
出
さ
れ
な
か
っ
た
経
典
を

追
加
で
貸
し
出
し
た
際
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
〔
―
〇
一
―
〇

一
〕
の
借
用
申
請
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
二
回
の
貸
出
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
な
る
。
一
方
〔
―
〇
三
―
〇
一
〕
は
、〔
―
〇
二
〕
中
の
朱
筆
で

「
請
」
と
記
さ
れ
た
疏
と
一
致
し
、
大
師
家
よ
り
請
求
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

実
際
に
貸
し
出
さ
れ
た
経
典
の
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て

〔
―
〇
二
〕
と
〔
―
〇
三
―
〇
一
〕
は
セ
ッ
ト
の
関
係
に
あ
る
こ
と
と
な
る

が
、
こ
こ
か
ら
元
来
は
、〔
―
〇
二
〕
と
同
様
の
性
格
を
有
す
る
〔
―
〇

四
〕
に
も
〔
―
〇
三
―
〇
一
〕
に
相
当
す
る
記
録
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

な
お
〔
―
〇
三
―
〇
一
〕〔
―
〇
三
―
〇
二
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
朱
筆
「
奈

良
」「
前
山
寺
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
経
典
類
の
貸
出
先
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
、﹇
福
山
一
九
八
二
﹈
で
は
殖
槻
寺
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
奈
良
」

が
仲
麻
呂
の
田
村
第
を
意
味
す
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
「
前
山
寺
」
は
、
先
行
研
究
の
と
お
り
栄
山
寺
の
こ
と
と
さ
れ
る

（〔
五
三
〕
も
参
照
）。

最
後
に
文
書
番
号
で
あ
る
が
、
本
文
書
を
構
成
す
る
六
つ
の
要
素
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
〔
―
〇
一
〕
か
ら
〔
―
〇
六
〕
の
枝
番
号
を
付
す
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
〔
―
〇
一
〕
が
大
師
家
牒
の
正
文

（〔
―
〇
一
―
〇
一
〕）
の
余
白
に
実
際
の
貸
出
経
典
リ
ス
ト
（〔
―
〇
一
―
〇

二
〕）
を
書
き
込
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
孫
番
号
を

使
用
す
る
方
が
よ
り
正
確
に
文
書
の
様
態
を
示
し
う
る
と
判
断
し
、
今
回
は

目
録
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
た
。

〔
三
六
〕
写
経
所
解
案

�
一
部
仁
王
経
疏
書
写
の
た
め
の
用
度
申
請
解
の
案
。
左
奥
の
「
装
潢
等

手
実
」
は
紙
背
文
書
の
端
裏
書
。〔
三
〇
〕
参
照
。

〔
三
七
〕
運
米
使
阿
刀
乙
万
呂
解

米
の
購
入
や
運
送
に
関
す
る
運
米
使
阿
刀
乙
万
呂
の
解
。
日
付
は
当
初

「
廿
三�

日
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、「
三
」
字
の
第
一
画
と
第
二
画
の
間
を

塗
り
つ
ぶ
し
、「
廿
二�

日
」
と
訂
正
し
て
い
る
（
集
成
解
説
は
「
l.
１５
「
廿

二�

日
」
は
、「
三
」
に
重
ね
書
。」
と
表
現
）。﹇
櫛
木
一
九
七
九
﹈
に
本
文
書

へ
の
言
及
が
あ
る
が
、「
残
九
石
〈
即
負
馬
六
匹
持
参
上
来
阿
刀
乙
万
呂
〉」

と
の
記
載
か
ら
運
米
使
と
し
て
の
阿
刀
乙
万
呂
が
実
際
に
運
搬
を
指
揮
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
こ
か
ら
一
般
に
「
使
」
と
は
事
務
的
な
決
算
処
理

の
み
で
な
く
実
際
の
仕
事
に
深
く
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
阿
刀
乙
万
呂
は
上
日
報
告
か
ら
こ
の
時
期
写
経
所
の
領
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
本
文
書
の
宛
先
は
「
↓
写
経
所
ヵ
」

と
し
た
（
当
該
時
期
の
上
日
報
告
に
つ
い
て
は
﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目
録
の

一
一
一
―
二
一
〜
二
三
・
二
五
〜
三
一
・
三
六
〜
四
四
、
お
よ
び
﹇
山
本
二

〇
〇
二
﹈
表
８
〔
５１０
頁
〕
な
ど
参
照
）。

〔
三
八
〕
東
大
寺
奉
写
大
般
若
経
所
解
案
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�
二
部
大
般
若
経
書
写
の
た
め
の
請
用
雑
物
の
使
用
状
況
、
お
よ
び
残
物

状
況
を
報
告
す
る
解
の
案
。
通
常
こ
の
よ
う
な
解
は
ま
ず
写
経
所
か
ら
造
東

大
寺
司
に
提
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
内
裏
へ
報
告
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
本
文
書
は
や
や
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
写
経
所
が
「
東

大
寺
奉
写
大
般
若
経
所
」
と
自
称
す
る
こ
と
、
下
道
主
・
安
都
雄
足
・
上
馬

養
の
三
者
が
写
経
所
内
で
の
役
職
（
案
主
・
別
当
な
ど
）
お
よ
び
本
官
・
位

階
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
か
ら
は
、
本
文
書
が
造
東
大
寺
司
外
の
機

関
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
（﹇
山
下
一

九
九
九
﹈
参
照
）。
こ
れ
に
よ
り
正
文
の
宛
先
を
「（
↓
内
裏
ヵ
）」
と
想
定

し
た
が
、
な
ぜ
写
経
所
か
ら
直
接
内
裏
へ
解
が
提
出
さ
れ
た
か
は
不
明
。

〔
三
九
〕
弓
削
伯
麻
呂
請
暇
解

〔
―
〇
一
〕
は
弓
削
伯
麻
呂
の
請
暇
解
。
理
由
は
後
父
の
死
亡
お
よ
び
母

の
病
。
年
未
詳
で
あ
る
が
、『
大
日
古
』
は
十
六
３２６
の
経
所
解
案
な
ど
よ
り

宝
字
七
年
の
文
書
と
推
定
す
る
。
た
だ
し
当
該
期
の
上
日
報
告
に
よ
る
と
、

弓
削
伯
麻
呂
は
七
年
四
月
ま
で
し
か
出
仕
が
確
認
さ
れ
な
い
の
が
不
審
で
あ

る
（
当
該
時
期
の
上
日
報
告
に
つ
い
て
は
﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目
録
の
一
一

一
―
二
一
〜
二
三
・
二
五
〜
三
一
・
三
六
〜
四
四
お
よ
び
﹇
山
本
二
〇
〇

二
﹈
表
８
〔
５１０
頁
〕
な
ど
参
照
）。
こ
の
た
め
、
本
文
書
は
宝
字
六
年
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
申
請
が
認
め
ら
れ
た
た
め

五
月
は
ま
っ
た
く
出
仕
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
反
対
に
、

〔
―
〇
二
〕
に
見
え
る
赤
染
国
勝
は
七
年
十
二
月
の
上
日
報
告
と
思
わ
れ
る

経
所
解
案
（
十
六
３３４
、﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目
録
の
一
一
一
―
四
四
）
お
よ

び
八
年
正
月
の
上
日
報
告
で
あ
る
経
所
解
案
（
五
４６８
、﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈

目
録
の
一
一
一
―
四
五
）
に
し
か
現
れ
な
い
た
め
、〔
―
〇
二
〕
が
書
か
れ

た
の
は
そ
の
頃
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
と
な
る
。
よ
っ
て
〔
―
〇
一
〕・〔
―
〇

二
〕
間
に
は
半
年
か
ら
二
年
弱
程
度
の
時
期
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
〇
〕
安
都
雄
足
啓

交
易
米
な
ど
を
請
求
す
る
安
都
雄
足
の
啓
。
奥
に
練
白
絁
に
関
す
る
追
記

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
書
を
宛
て
た
人
物
（「
某
」）
へ
の
追
伸
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
枝
番
号
は
付
さ
な
か
っ
た
。

〔
四
二
〕
法
師
道
鏡
牒

造
東
大
寺
司
へ
十
一
面
経
・
孔
雀
王
呪
経
（＝

�
四
十
巻
経
）
書
写
を
命

じ
る
道
鏡
の
牒
。
文
書
と
し
て
の
移
動
は
造
東
大
寺
司
ま
で
で
あ
る
が
、
正

文
自
体
が
写
経
所
ま
で
回
送
さ
れ
た
た
め
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。〔
四
三

―
〇
一
〕
は
本
文
書
を
承
け
た
用
度
申
請
解
案
で
あ
る
。

な
お
本
写
経
事
業
に
お
け
る
「
四
十
」
と
「
卌
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
今

回
は
引
用
箇
所
等
以
外
は
す
べ
て
「
四
十
」
で
統
一
し
た
。

〔
四
三
〕
奉
写
経
所
解
案

〔
―
〇
一
〕
は
〔
四
二
〕
を
承
け
て
の
用
度
申
請
解
の
案
。﹇
山
本
二
〇
〇

二
﹈
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
の
二
〜
九
行
目
の
追
記
や
訂
正
は
本
写
経
事
業
の

変
遷
を
物
語
る
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
〔
四
二
〕
で
は
十
一
面
経
三
〇

部
三
〇
巻
・
孔
雀
王
呪
経
一
部
一
〇
巻
（
計
四
〇
巻
）
の
書
写
計
画
で
あ
っ

た
も
の
が
、
本
文
書
で
は
当
初
三
四
部
三
七
巻
の
書
写
と
し
て
用
度
が
申
請

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
孔
雀
王
呪
経
一
〇
巻
の
本
経
が
七
巻
分
し
か
入
手
で

き
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
四
〇
巻
の
体
裁
を
整
え
る
た

め
別
に
三
巻
分
を
補
う
こ
と
と
な
り
、
十
一
面
観
音
神
呪
経
一
部
一
巻
お
よ

び
陀
羅
尼
集
経
二
巻
（
第
四
・
九
巻
）
が
追
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、〔
―
〇
二
〕
は
�
法
花
経
一
部
、〔
―
〇
三
〕
は
�
阿
弥
陀
経
十
巻
の

書
写
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
写
経
に
お
け
る
現
存

唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
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〔
四
四
〕
奉
写
四
十
巻
経
料
雑
物
納
帳

四
十
巻
経
書
写
の
た
め
の
雑
物
収
納
の
記
録
。
奥
に
蘇
芳
軸
四
〇
枚
を
五

日
に
収
納
し
た
旨
の
追
記
が
あ
る
が
、
特
に
枝
番
号
は
付
さ
な
か
っ
た
。

〔
四
五
〕
奉
写
四
十
巻
経
料
色
紙
注
文

写
経
料
の
色
紙
に
関
す
る
注
文
。
年
月
日
・
関
連
事
業
と
も
明
記
さ
れ
な

い
が
、
各
料
紙
の
紙
数
は
〔
四
四
〕
と
よ
く
一
致
し
、
ま
た
「
十
一
面
経
卅

巻
」
と
の
表
記
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
�
四
十
巻
経
書
写
に
関
わ
る
宝
字
七

年
の
文
書
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
紙
背
は
最
勝
王
経
の
書
き
損
じ
で

あ
る
（『
大
日
古
』
未
収
、
天
地
逆
）。
こ
ち
ら
も
年
紀
は
な
い
が
、
最
勝
王

経
の
書
き
損
じ
が
反
故
と
な
り
色
紙
に
関
す
る
注
文
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と

み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
文
書
は
二
次
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
六
〕
奉
写
四
十
巻
経
充
装
潢
紙
帳

�
四
十
巻
経
書
写
事
業
に
お
け
る
装
潢
へ
の
充
紙
の
記
録
。『
大
日
古
』

は
文
書
名
を
「
紙
充
装
潢
帳
」
と
す
る
が
、
漢
文
の
文
法
の
観
点
お
よ
び
往

来
軸
を
生
か
す
と
い
う
原
則
か
ら
、
今
回
は
「
充
装
潢
紙
帳
」
と
し
た
。
付

箋
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
で
は
「
卌

」
と
し
か
見
え

な
い
が
、
未
修
目
録
１００１
「
充
装
潢
紙
帳
〈
七
年
七
月
三
日
〉
壱
巻
〈
内
一
枚

付
箋
〉
二
十
三
枚
」
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
元

来
本
文
書
の
後
ろ
に
は
二
二
紙
が
貼
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
今
回

試
み
に
提
示
し
た
、
続
々
修
が
単
一
要
素
で
一
巻
を
成
す
場
合
は
以
前
か
ら

の
形
態
を
保
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
の
想
定
に
反
す
る
事
例
と
な
る
。

記
し
て
後
考
に
俟
ち
た
い
。

〔
四
七
〕
四
十
巻
経
充
本
帳

集
成
解
説
に
は
「
第
３
紙
は
、
第
２
紙
と
同
規
格
の
界
線
が
施
さ
れ
た
紙

を
、
誤
っ
て
天
地
逆
に
貼
り
継
ぎ
、
横
界
が
下
段
に
三
本
あ
る
状
態
に
な
っ

て
い
る
。」「
第
３
紙
左
端
に
貼
り
継
が
れ
た
新
補
白
紙
に
、
犀
角
下
帳
一
通

お
よ
び
第
廿
四
櫃
納
物
勘
注
を
本
巻
よ
り
北
倉
１７３
御
物
納
目
散
帳
に
移
収
せ

る
旨
を
記
す
墨
書
３
行
あ
り
。」
と
あ
る
。
犀
角
下
帳
・
第
廿
四
櫃
納
物
勘

注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
附
８６
〜
９８
一
二
「
御
物
納
目
散
帳
」
の
第
一
・
二
紙

に
当
た
る
。
ま
た
編
纂
所
目
録
に
よ
る
と
、
現
在
正
倉
院
宝
物
中
倉
二
二
ノ

六
〇
号
と
し
て
伝
わ
る
往
来
軸
（「
充
本
帳
卌
巻
経
」（
表
）「
七
年
七
月
三

日
」（
裏
））
は
、
本
来
は
本
文
書
の
右
に
貼
り
継
が
れ
た
料
紙
に
付
け
ら
れ

て
い
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
四
八
〕
下
道
主
状

胡
麻
油
な
ど
を
請
求
す
る
下
道
主
の
状
。
紙
背
（〔
二
〇
〕）
が
上
馬
養
の

管
理
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宛
先
は
馬
養
と
推
察
さ
れ
る
。
奥
に
二

行
分
の
追
記
が
あ
る
が
、『
影
印
集
成
』
に
よ
る
か
ぎ
り
全
文
同
筆
の
よ
う

で
あ
り
、
追
伸
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
枝
番
号
は

付
さ
な
か
っ
た
。
左
端
に
未
収
文
字
が
あ
る
が
、
切
断
さ
れ
て
お
り
判
読
は

難
し
い
。

〔
四
九
〕
大
般
若
経
本
奉
請
帳

大
般
若
経
六
百
巻
を
、
二
百
巻
ず
つ
三
回
に
分
け
て
内
裏
に
奉
請
（
納

入
）
し
た
こ
と
の
記
録
。
本
事
業
は
宝
字
六
年
二
〜
四
月
お
よ
び
八
〜
十
二

月
に
石
山
院
奉
写
大
般
若
経
所
で
行
わ
れ
た
�
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
の
書

写
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
�
二
部
大
般
若
経
関
連
文
書
と
は
区
別
す

る
必
要
が
あ
る
（﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
参
照
）。
六
年
中
に
書
写
が
完
了
し
て

い
た
大
般
若
経
の
納
入
の
み
が
七
年
九
月
ま
で
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
い

か
な
る
事
情
に
よ
る
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

〔
五
一
〕
奉
請
注
文

内
裏
へ
解
深
密
経
を
奉
請
（
貸
出
）
し
た
記
録
。
年
未
詳
で
あ
る
が
、
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『
大
日
古
』
は
宝
字
七
年
付
の
二
通
の
奉
写
御
執
経
所
奉
請
文
案
（
五
４５６
・

４５９
、
そ
れ
ぞ
れ
﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目
録
の
一
〇
八
―
六
七
・
六
六
）
に
よ

り
当
年
に
類
収
し
て
い
る
。
�
井
根
道
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宝

字
七
年
の
文
書
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
文
書
に
見
え
る
「
水
主

宮
」
は
天
智
天
皇
皇
女
の
水
主
内
親
王
の
こ
と
で
、
本
人
は
天
平
九
（
七
三

七
）
年
に
薨
じ
て
い
る
が
（『
続
紀
』
同
年
八
月
辛
酉
条
）、
所
有
し
た
大
量

の
経
典
類
が
東
大
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
目
録
も
作
成
さ
れ
て
い
た

（
十
七
１１６
・
１１７
）。
こ
の
水
主
内
親
王
経
は
写
経
の
た
め
に
し
ば
し
ば
諸
所
に

貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
本
文
書
も
そ
の
一
事
例
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
文
書
は
か
な
り
縦
に
長
い
短
冊
型
の
料
紙
に
書
さ
れ
て
い
る
が
、
字
配
り

な
ど
か
ら
は
書
写
の
の
ち
に
余
白
を
切
り
落
と
し
た
よ
う
に
は
見
ら
れ
ず
、

何
か
の
切
れ
端
の
よ
う
な
紙
に
な
さ
れ
た
メ
モ
書
き
の
よ
う
な
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

〔
五
二
〕
写
経
所
雑
物
出
充
帳

雑
物
出
充
の
記
録
。
本
文
書
は
第
六
行
「
右
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
一
見

す
る
と
途
中
で
切
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
最
終
行

は
料
紙
の
ほ
ぼ
中
央
に
記
さ
れ
て
お
り
、
左
に
は
約
一
三
糎
の
余
白
が
あ
る
。

よ
っ
て
書
き
込
み
の
途
中
で
廃
棄
さ
れ
た
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の

理
由
は
不
明
。
本
文
書
の
「
上
山
寺
」
に
つ
い
て
は
、〔
一
〕
に
も
「
造
上

山
寺
菩
薩
所
」
が
見
え
る
。
宝
字
八
年
に
は
上
山
寺
悔
過
所
関
連
の
文
書
が

複
数
存
在
し
、
悔
過
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
五
４６８
・
４７８
、
十
六

４９９
な
ど
）、
本
文
書
も
そ
の
準
備
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
五
三
〕
造
円
堂
所
牒

造
円
堂
所
よ
り
造
東
大
寺
司
に
宛
て
た
、
画
機
の
借
用
を
請
求
す
る
牒
。

牒
の
形
式
を
と
る
こ
と
か
ら
、
造
円
堂
所
は
造
東
大
寺
司
被
管
の
所
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。﹇
福
山
一
九
八
二
﹈
は
、「
円
堂
」
は
栄
山
寺
八
角
堂
の

こ
と
で
あ
り
造
円
堂
所
は
藤
原
仲
麻
呂
家
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
の
所
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
は
、（
い
）
本
文
書
は
「
仁
部
卿
」
の
宣
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
宝
字
七
年
当
時
の
仁
部
（＝

民
部
）
卿
は
仲
麻
呂
三
男
の

朝
�
で
あ
り
、
造
円
堂
所
と
仲
麻
呂
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
、（
ろ
）
栄

山
寺
八
角
堂
は
仲
麻
呂
が
先
考
先
妣
（＝

亡
父
母
）
の
た
め
に
建
立
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
ま
た
仲
麻
呂
の
父
武
智
麻
呂
が
栄
山
寺
近
郊
に
改
葬
さ
れ
た
の

は
宝
字
四
年
の
『
藤
氏
家
伝
』
下
巻
（＝

武
智
麻
呂
伝
）
成
立
以
後
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
八
角
堂
の
創
建
は
宝
字
四
年
か
ら
仲
麻
呂
没
の
同
八
年
の
間
に

措
定
さ
れ
る
が
、
本
文
書
の
年
紀
は
こ
の
推
定
期
間
内
に
位
置
す
る
、

（
は
）〔
三
五
〕
大
師
（＝

仲
麻
呂
）
家
牒
等
案
の
な
か
に
も
「
前
山
寺
」

（＝

サ
キ
ヤ
マ
テ
ラ
、
栄
山
寺
）
が
登
場
し
（〔
―
〇
三
―
〇
二
〕）、
や
は
り

仲
麻
呂
と
栄
山
寺
の
深
い
関
わ
り
が
垣
間
見
え
る
、（
に
）
賀
陽
兄
人
の
署

名
の
仕
方
か
ら
は
四
等
官
制
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
ず
、
造
円
堂
所
が
正
規

の
官
制
に
基
づ
く
造
寺
司
被
管
の
所
と
は
思
わ
れ
な
い
、
の
四
点
で
あ
る
。

種
々
の
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
福
山
氏
の
推
定
は
従
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
栄
山
寺
と
仲
麻
呂
の
関
連
を
示
す
史
料
と
し
て
、
天
平
神
護
元
（
七

六
五
）
年
の
僧
綱
牒
（
五
５１９
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。

奥
に
�
井
根
道
に
よ
る
判
が
あ
る
が
、
本
文
書
の
日
付
が
十
二
月
二
〇
日

で
あ
り
、
根
道
が
二
九
日
に
隠
岐
に
配
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
続
紀
）、

こ
の
判
は
そ
の
間
数
日
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
�
井
根
主

は
根
道
の
近
親
者
と
推
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

〔
五
四
〕
奉
写
心
経
一
千
巻
用
度
文
案

�
心
経
書
写
に
用
い
る
用
度
雑
物
の
記
録
。
現
在
は
続
修
後
集
と
続
々
修

と
に
分
か
れ
る
が
、
編
纂
所
目
録
に
よ
る
と
、
ZK
４２
〈
１０
〉
と
ZZ
４２
―
５
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〈
５
〉
と
は
本
来
同
一
料
紙
で
あ
っ
た
の
が
破
断
し
て
左
右
に
分
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
幅
五
五
・
〇
糎
で
あ
る
と
い
う
。
造
東
大
寺
司
よ
り

内
裏
に
提
出
さ
れ
た
用
度
申
請
解
の
案
を
、
記
録
と
し
て
写
経
所
に
保
管
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
五
五
〕
奉
写
経
所
本
経
疏
奉
請
帳

楞
伽
経
な
ど
諸
経
典
を
「
令
請
」
す
る
記
録
。
記
載
さ
れ
る
経
典
は
多
く

〔
三
五
―
〇
二
〕
と
一
致
し
、
あ
る
い
は
両
者
は
関
係
す
る
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
〔
三
五
―
〇
二
〕
で
申
請
さ
れ
た
経
典
の
う
ち
実
際
に
貸
し

出
さ
れ
た
も
の
の
リ
ス
ト
で
あ
る
〔
三
五
―
〇
三
―
〇
一
〕
に
は
本
文
書
に

載
る
諸
経
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
七
月
五
日
の
段
階
で
す
で
に
貸

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
巻
数
も
合
致
し
な
い
た
め
、
あ
る
い

は
本
文
書
と
〔
三
五
―
〇
二
〕
は
無
関
係
と
み
る
方
が
穏
当
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
そ
の
場
合
も
、「
令
請
」
と
い
う
表
現
か
ら
経
典
の
借
用
で
は
な
く

貸
出
の
記
録
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
（﹇
大
平
一
九
九
〇
﹈）。

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
記
し
て
後
考
に
俟
ち
た
い
。

〔
五
六
〕
大
宰
帥
宅
牒

造
東
大
寺
司
に
銅
工
の
上
日
を
報
告
す
る
大
宰
帥
宅
の
牒
。
当
時
の
大
宰

帥
は
藤
原
仲
麻
呂
の
二
男
真
先
（
も
と
執
弓
）。
文
書
と
し
て
の
移
動
は
造

東
大
寺
司
ま
で
で
あ
る
が
、
反
故
紙
と
し
て
写
経
所
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
紙

背
を
二
次
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
五
七
〕
写
経
所
解
案

経
師
等
の
作
業
報
告
の
写
経
所
解
の
案
に
、
布
施
と
し
て
支
給
さ
れ
た
綿

の
料
を
書
き
込
ん
だ
記
録
。『
大
日
古
』
は
文
書
名
を
「
奉
写
仁
王
経
疏
経

師
等
解
文
」
と
す
る
が
、
経
師
た
ち
が
自
己
申
告
し
た
解
と
は
考
え
に
く
く
、

「
写
経
所
解
案
」
と
す
る
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
年
紀
・
関
連
事
業
と
も

明
記
さ
れ
な
い
が
、「
岡
大
津
」
か
ら
「
大
友
路
万
呂
」
ま
で
の
五
人
の

「
疏
経
師
」
が
〔
〇
四
―
〇
一
〕
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
こ
の
部
分
は
�
一
部
仁
王
経
疏
書
写
事
業
に
関
わ
る
記
録
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
宝
字
七
年
の
文
書
と
見
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
紙
背
に

は
造
石
山
寺
所
解
移
牒
符
案
の
う
ち
の
宝
字
七
年
の
文
書
五
通
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
が
一
次
文
書
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
紙
背
の
状
況
を

み
る
と
、
第
三
通
「
東
大
寺
司
造
石
山
院
所
牒
案
」（﹇
矢
越
二
〇
〇
七
﹈
目

録
の
二
―
一
九
二
）
は
紙
を
ま
た
い
で
書
か
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
貼
り
継

が
れ
て
い
た
二
紙
に
五
通
の
文
書
を
一
括
し
て
書
き
写
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
文
書
を
一
次
文
書
と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
宝
字
七
（
七
六
三
）
年
の
写
経
機
関
関
係
文
書
を
紹
介
・
分
析
し
、
整

理
を
加
え
て
き
た
。
大
部
な
継
文
が
前
年
の
宝
字
六
年
に
属
す
る
こ
と
も
あ
り
本

年
の
文
書
は
単
独
の
形
態
を
と
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
点
数
も
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
文
書
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
な
ど
を
コ
メ
ン
ト

す
る
よ
う
心
掛
け
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
煩
雑
に
過
ぎ
た
嫌
い
も
あ
ろ
う
し
、
誤
り

も
多
く
犯
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
ま
た
、
脱
漏
な
き
よ
う
努
め
た
つ
も
り
で
は

あ
る
が
、
取
り
上
げ
る
べ
く
し
て
見
落
と
し
て
い
る
文
書
も
存
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
ご
寛
恕
と
と
も
に
、
忌
憚
の
な
い
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。
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【
参
考
文
献
】

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録

十
二
（
未
修
古
文
書
目

録
）』」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
）

石
上
英
一
「
正
倉
院
文
書
目
録
編
纂
の
成
果
と
古
代
文
書
論
再
検
討
の
視
角
」

（
石
上
ほ
か
編
『
古
代
文
書
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）

石
田
瑞
麿
『
鑑
真

そ
の
思
想
と
生
涯
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
五
八
）

市
川
理
恵
「
二
部
大
般
若
経
写
経
事
業
の
財
政
と
そ
の
運
用
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

二
二
六
、
二
〇
一
一
）

大
橋
信
弥
「
信
楽
殿
壊
運
所
に
つ
い
て
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日

本
古
代
の
祭
祀
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
）

大
平
聡
「
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
「
奉
請
」」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
二
六
、
一
九

九
〇
）

岡
藤
良
敬
「
信
楽
板
殿
壊
運
漕
の
経
過
と
経
費
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
二
五

―
三
、
一
九
九
三
）

櫛
木
謙
周
「
律
令
制
人
民
支
配
と
労
働
力
編
成
」（『
日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研

究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
、
初
出
一
九
七
九
）

栄
原
永
遠
男
『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
）

栄
原
永
遠
男
『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
）

榊
原
史
子
「『
四
天
王
寺
縁
起
』
と
『
聖
武
天
皇
勅
書
銅
板
』」（
佐
伯
有
清
編

『
日
本
古
代
史
研
究
と
史
料
』
青
史
出
版
、
二
〇
〇
五
）

佐
藤
長
門
「
称
徳
・
道
鏡
政
権
下
の
写
経
体
制
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
、
一

九
九
三
）

関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
）

薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序
説
）」（『
日
本
宗
教
史
研
究

四

救
済
と
そ
の
論
理
』
法
蔵
館
、
一
九
七
四
）

東
野
治
之
「
聖
武
天
皇
勅
書
銅
版
」（『
日
本
古
代
金
石
文
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
、
初
出
一
九
九
五
）

東
野
治
之
『
鑑
真
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
）

福
山
敏
男
「
栄
山
寺
の
創
立
と
八
角
堂
」（『
福
山
敏
男
著
作
集
二

寺
院
建
築
の

研
究

中
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
）

松
原
弘
宣
「
勢
多
庄
と
材
木
運
漕
」（『
日
本
古
代
水
上
交
通
史
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
五
）

水
野
柳
太
郎
「
国
分
寺
発
願
勅
に
つ
い
て
」（『
南
都
仏
教
』
八
六
、
二
〇
〇
五
）

山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）

山
本
幸
男
『
写
経
所
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）

吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」（『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
三
、
初
出
一
九
六
五
）
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事業主体 関連史料 備考

〔４９〕

淳仁―仲麻呂 〔０５〕〔０６〕〔１４〕〔３０〕〔３７〕〔３８〕〔３９〕

孝謙―道鏡 〔０４―０１～０３〕

孝謙―道鏡
〔０７〕〔０９〕〔１０〕〔１８〕〔２２〕〔２３〕〔２４―０１・

０３〕

梵網経・四分律（＝四分僧戒本・四分

尼戒本）に同じ

孝謙―道鏡 〔１１〕〔１２〕（〔１３〕）〔２４―０２〕〔４７―０２〕

孝謙―道鏡
〔１６〕〔１７〕〔２０―０１〕〔２１〕〔２５〕〔２６〕〔２７〕

〔２８〕〔２９〕〔３１〕〔４１〕

最勝王経・宝星陀羅尼経・七仏所説神

呪経・金剛般若経に同じ

〔１９〕

孝謙―道鏡 〔０４―０４〕〔３６〕（〔５７〕）

孝謙―道鏡 〔４２〕〔４３―０１〕〔４４〕〔４５〕〔４６〕〔４７―０１・０３〕
十一面神呪経・十一面観音神呪経・孔

雀王呪経・陀羅尼集経に同じ

〔４３―０２〕

〔４３―０３〕

〔５４〕

〔５０〕
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【表】宝字６・７年の写経事業

� 写経事業名 ［薗田１９７４］ ［山本２００２］ 本稿での番号

１ 大般若経 １９９ ― �

２ 観世音経 ２００ ― ―

３ 理趣分 ２０１ ― ―

４ 十二灌頂経 ２０２ （イ） ―

５ 二部大般若経 ２０３ （ロ） �

６ 仁王経疏 ― （ハ） ―

７ 五部仁王経疏 ― （ニ） �

８ 金剛般若経・二部最勝王経 ― （ホ） ―

９ 十八種持物之具経 ２０４ （ヘ）・（カ） �

１０ 二部法華経 ２０５ （ト） �

１１ 七百巻経 ２０６ （チ） �

１２ 二部法華経・顕无辺仏土経 ― （リ） �

１３ 一部仁王経疏 ２０７ （ヌ） 	

１４ 四十巻経 ２０８ （ル） 


１５ 一部法華経 ２０９ （ヲ） �

１６ 阿弥陀経 ２０９ （ワ） �

１７ 心経 ２１０ （ヨ） 


１８ 花厳経 ― ― �
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

造東大寺司（→太政官ヵ） 五３７５～３８３ ZB３３裏〈６～１〉 １ 二次、〔１７〕
左に余白約３１．５㎝（１２行

分）あり

各文書参照 十六３１７ ZZ４３―２２〈１０〉 １
付箋「廿五ノ九」、未修

目録５０８「片紙」ヵ

安都雄足（→某） 十六３１７ ZZ４３―２２〈１０〉 ―

安都雄足（→某） 十六３１７ ZZ４３―２２〈１０〉 ―

造物所→造東大寺司→写

経所
十六３１８～３１９ ZZ２４―７〈３〉 １ 二次、〔１０〕

付箋「卅五ノ一」「

三」、未修目録９０３「造物

所解〈申舎人等交名事

天平宝字七年正月十日〉

一枚」

各文書参照 十六３１９～３２２ ZZ９―８〈１～２〉 １ 往来軸「仁王経疏本帳」

写経所 十六３２０～３２１ ZZ９―８〈１〉 ―

写経所（→造東大寺司ヵ） 十六３２１～３２２ ZZ９―８〈１～２〉 ―

写経所 十六３２２ ZZ９―８〈２〉 ―

写経所 十六３２２ ZZ９―８〈２〉 ―
〔０４―０１～０３〕とは異なる

写経事業

嶋浄浜→写経所 十六３２３ ZB６〈８〉 １

二次、造東大寺司石山院

所牒案（宝字７．１．２６、五

３８３）および灌頂経机覆注

文（宝字７．１．２６、五３８３～

３８４）、ともに二部般若解

移牒案のうち、［矢越

２００７］目録の１１１―１９・２０

奥に判あり

岡人成→写経所 十六３２３～３２４ Z２０〈２１〉 １

二次、灌頂経机覆注文（宝

字７．１．２６、五３８３～３８４）

および経所解案（宝字

７．１．３０、十六３２６～３２７）、

ともに二部般若解移牒案

のうち、［矢越２００７目録］

の１１１―２０・２１

年紀不明、〔０５〕による類

収、判なし

写経所（→造東大寺司）

十六３４１～３４３・

二十五３３９～３４０

・十五８１～８２・

十五７９～８１・十

六４１９～４２０

S５裏〈１１〉・Z３１裏

〈３〉・Z３１裏〈４〉・Z２２

裏〈４〉・ZZ４２―５〈９〉

２

一次、□〔木ヵ〕工所解

（宝字３．６．２８、四３６８～

３７０）・食 堂 所 解（宝 字

３．１．２８、四３７１）・鋳所解

（宝字３．６．３０、四３７３～

３７４）・造 瓦 所 解（宝字

３．６．２９、四３７２～３７３）・

作金堂所解（宝字３．６．２９、

十四２８３～２８４）
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

０１ 造東大寺司解案 宝字７．１．３ 作成 ―

造東大寺司および被

管諸所の宝字６年閏

１２月分の告朔解の案

０２ 安都雄足啓案 宝字７．１．８ ～（宝字７．１．）１１ ― 各文書参照

―０１ 安都雄足啓案 宝字７．１．８ 作成 ―
栄造帯所借用物に関

する安都雄足啓の案

―０２ 安都雄足状案 （宝字７．１．）１１ 作成 ―
進上銭に関する安都

雄足状の案

０３ 造物所解 宝字７．１．１４ 作成 ―
舎人等の交名に関す

る造物所の解

０４ 仁王経疏本充帳 宝字７．１．１５ ～宝字７．４．１８ 各文書参照
仁王経疏に関する諸

記録

―０１ 仁王経疏本充帳 宝字７．１．１５ 作成 �五部仁王経疏
経師５人に対する仁

王経疏の充本帳

―０２ 装潢校生布施注文 （宝字７ヵ） 作成 �五部仁王経疏
仁王経疏書写の布施

申請解の抜粋、また

は布施支給の記録か

―０３ 奉請文案 （宝字７．）２．９ヵ 作成 �五部仁王経疏
仁王経疏を内裏に納

入したことの記録

―０４
圓測師仁王経疏奉写

注文
宝字７．４．１８ 作成 �一部仁王経疏 仁王経書写の記録

０５ 嶋浄浜請暇解 宝字７．１．２４ 作成 �二部大般若経 嶋浄浜の請暇解

０６ 岡人成請暇解 （宝字７ヵ）１．２６ 作成 �二部大般若経 岡人成の請暇解

０７
造東寺司奉写十八種

持物之具経用度文案
宝字７．１．２８ 作成 �十八種持物之具経

十八種持物之具経

（＝梵網経・四分僧

戒本経・四分尼戒本

経）書写のための用

度の勘注文の案
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

上馬養→吉成（→安都雄

足）
五３８７～３８８ Z４７〈８〉 １

二次、東大寺奉写経所移

案（宝字７．４．２９、十六３３０

～３８２）・東大寺請経文案

（宝字７．５．１３、十六３８２～

３８３）・東大寺写経所牒案

（宝字７．５．１４、十六３８３）・

東大寺写経所牒案（宝字

７．５．１４、十六３８３～３８４）・

請経文注文（（宝字７．５）、

十六３８４）、すべて二部般

若解移牒案のうち、［矢

越２００７］目録の１１１―３１～

３５

奥裏に封の墨痕あり

写経所 十六３３４～３３６ ZZ１０―１３〈１～２〉 １

往来軸「〈梵網経／四分

律〉七年」（表）「充装潢
紙帳」（裏）

― 十六３３５ ZZ１０―１３〈１〉 ― 付箋「（判読不能）」

― 十六３３６ ZZ１０―１３〈２〉 ―

付箋「卅一ノ四」、未修

目録７５３「梵網経卌巻
〈二月六日〉一枚」

写経所（→造東大寺司ヵ） 十六３４３～３４４ ZZ２４―７裏〈３〉 ２ 一次、〔０３〕
年紀不明、〔０７〕などによ

る類収

写経所（→造東大寺司） 五３８８～３９５ ZB１７〈１～５〉 １

写経所 十六３３６～３３９ ZZ５―１２〈１～２〉 １
往来軸「雑物納帳二部法

花料」、ZZ一巻完結

写経所ヵ 十六３４０ ZZ５―１〈３１〉 １

付箋２枚「 六（朱

筆）」「卌五ノ六」、未修
目録１１５６「法華一部〈別

当之云々〉一枚」

飯高息足→「佐官（＝安都

雄足）」
十六３４０～３４１ ZZ４４―１０〈４９〉 １

紙背左端に切封あり、付

箋２枚「四十一」「出

八巻」

慶宝→某 五４００ ZK４２裏〈３〉 １

二次、造石山寺所符案

（宝字７．３．３、五４０１～

４０２・未収）および造石山

院所解案（宝字７．５．６、

五４３９～４４０）、ともに造

石山寺所解移牒符案のう

ち、［矢越２００７］目録の２―

１８８・１８９

道鏡→造東大寺司 五４０２ S７〈８〉 １
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

０８ 上馬養状 宝字７．２．２０ 作成 ―
上馬養から吉成に宛

てた鳥・鴨の進上状

０９
奉写梵網経并四分律

充装潢紙帳
宝字７．２．６ヵ ～宝字７．２．２４ �十八種持物之具経 各文書参照

―０１ 装潢充紙并打紙注文 宝字７．２．２４ 作成 ―

梵網経・四分律書写

における装潢への充
紙と打紙に関する記

録

―０２ 料紙勘注文 宝字７．２．６ヵ 作成 ―
梵網経・四分律書写

の料紙の勘注文

１０
奉写梵網経并四分戒

本用度注文
不明 ― �十八種持物之具経

梵網経・四分尼戒

本・四分僧戒本書写

のための用度申請解、

またはその記録か

１１ 奉写経所解案 宝字７．２．２５ 作成 �二部法華経
二部法華経書写のた

めの用度申請解案

１２
奉写二部法華経料雑

物納帳
宝字７．２．２５ ～宝字７．３．２８ �二部法華経

二部法華経書写のた

めの雑物出納の記録

１３ 奉写法華経本注文 不明 ― �二部法華経ヵ
法華経書写の充本の

記録か

１４ 飯高息足状 宝字７．２．２９ 作成 �二部大般若経
綿の売却直に関する

飯高息足の状

１５ 僧慶宝状 （宝字）７．３．２ 作成 ―
流失材木の未払い分

の精算に関する文書

１６ 法師道鏡牒 宝字７．３．１０ 作成 �七百巻経
道鏡より造東大寺司

への七百巻経書写申

請の牒
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

造東大寺司（→内裏） 五４０３～４１１ ZB３３〈１～６〉 ２ 一次、〔０１〕 〔１６〕に対応

写経所 十六３４５～３４７ ZZ１０―１４ １

ZZ一 紙 一 巻、往 来 軸

「奉写梵網経并四分戒本

料物収帳」（表）「七年三

月」（裏）

写経所（→造東大寺司）
二十五３４５～３４６、

十六３４７～３５２

ZZ４２―４〈２〉、ZZ４２―４

裏〈６～３〉
１ 二次、〔４３〕

各文書参照 五４１２～４１３ Z４７裏〈９〉 ２ 一次、〔４８〕

写経所 五４１２ ― ―

写経所 五４１２ ― ―

写経所（→造東大寺司） 五４１２ ― ―

写経所（→造東大寺司） 五４１３ ― ―

写経所 十六３５２～３５５ ZZ１０―２２〈１～２〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「奉写七百巻経浄衣并銭

納帳」（表）「七年三月」

（裏）

写経所 十六３５５～３５６ ZZ１０―１５ １

ZZ一 紙 一 巻、往 来 軸

「銭用帳〈梵網経料〉」

（表）「七年三月」（裏）

写経所 十六３５６～３５９ ZZ１０―１２〈１～２〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「充紙帳〈梵網経／四分

律〉」（表）「七年」（裏）

写経所 十六３５９～３６２ ZZ１０―１１〈１～２〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「充本帳〈梵網経／四分

律〉」（表）「七年三月十九

日」（裏）

― 十六３５９～３６２ ZZ１０―１１〈１～２〉 ―

― 十六３６２ ZZ１０―１１〈２〉 ―

― 十六３６２ ZZ１０―１１〈２〉 ―

写経所 五４１３～４１７ ZK４〈１～２〉 １
往来軸「銭用帳〈七百巻

経〉」（表）「七年三月」（裏）

写経所 十六３６３～３６４ ZZ１０―２０ １

ZZ一 紙 一 巻、往 来 軸

「七百巻経料紙装潢充帳」
（表）「七年三月」（裏）
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１７ 造東寺司解案 宝字７．３．１１ 作成 �七百巻経
七百巻経書写のため

の用度申請解の案

１８
奉写梵網経并四分戒

本料雑物納帳
宝字７．３．１１ ～宝字７．６．６ �十八種持物之具経

梵網経・四分戒本書

写のための雑物収納

の記録

１９ 奉写経所解案 宝字７．３．１２ 作成
�二部法華経・顕无
辺仏土牒

法華経・顕无辺仏土

経書写のための用度

申請解の案

２０ 経所解案 （宝字）７．３．１７ ～（宝字）７．８．１０ 各文書参照 各文書参照

―０１ 経所注文 （宝字）７．３．１７ 作成 �七百巻経
調布の浄衣を七百巻

経書写の用度に便用

したことの記録

―０２ 経所注文 （宝字）７．７．２６ 作成 ―
調の葉薦畳を鋳物所

に充てたことの記録

―０３ 経所解案 （宝字）７．７．２７ 作成 ―
調布の衾の返上に関

する写経所解の案

―０４ 経所解案 （宝字）７．８．１０ 作成 ―

調布の衾および銅銘

の返上に関する写経

所解の案

２１
奉写七百巻経料雑物

収納帳
（宝字）７．３．１８ ～（宝字）７．６．９ �七百巻経

七百巻経書写のため

の雑物収納の記録

２２
奉写梵網経并四分律

料銭用帳
（宝字）７．３．１８ ～（宝字）７．３．３０ �十八種持物之具経

梵網経・四分律書写

のための用銭の記録

２３
奉写梵網経并四分律

充紙帳
（宝字）７．３．１８ ～（宝字）７．５．３ �十八種持物之具経

梵網経・四分律書写

のための充紙の記録

２４
奉写梵網経并四分律

充本帳
宝字７．３．１８ ～宝字８．１．３ 各文書参照 各文書参照

―０１
奉写梵網経并四分律

充本帳
宝字７．３．１８ ～宝字８．１．３ �十八種持物之具経

梵網経・四分律書写

のための充本の記録

―０２ 法華経二分奉写注文 （宝字）７．３．３ 作成 �二部法華経
法華経二部の書写に

関する記録

―０３ 四分僧戒本返送注文 （宝字）７．３．２７ 作成 �十八種持物之具経
四分僧戒本の返送に

関する記録

２５ 奉写七百巻経銭用帳 （宝字）７．３．２１ ～（宝字）７．５．２７ �七百巻経
七百巻経書写のため

の用銭の記録

２６
奉写七百巻経料紙装

潢充帳
（宝字）７．３．２９ ～（宝字）７．６．１０ �七百巻経

七百巻経書写料紙の

装潢への充当の記録
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写経所 五４１８～４３２ ZZ１０―１９〈１～９〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「紙充帳〈七百巻〉」（表）

「宝字七年四月六日」（裏）

写経所 十六３６４～３６７ ZZ１０―２１〈１～２〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「装潢紙上帳〈七百巻〉」
（表）「宝字七年四月」（裏）

写経所 十六３６７～３７１ ZZ１０―１８〈１～３〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「本充帳〈七百巻〉」（表）

「宝字七年四月」（裏）

― 十六３６７～３７０ ZZ１０―１８〈１～２〉 ―

― 十六３７０ ZZ１０―１８〈２〉 ―

― 十六３７０～３７１ ZZ１０―１８〈２〉 ―

荊嶋足→写経所 十六３７１ ZZ９―９裏〈５〉 １ 二次、〔３６〕
端裏書「装潢等手実」、
奥に追記あり

万昆太智→写経所 五４３５～４３６ ZK４２〈８〉 １

二次、造石山院所解（宝

字７．５．６、五４３９～４４０）、

造石山寺所解移牒符案の

うち、［矢越２００７］目録の

２―１８９

判なし

土師男成→写経所ヵ 十六３７２ ZZ４３―２２〈２３〉 １ 付箋「四十二ノ二十一」

土師男成→写経所ヵ 十六３７２ ZZ４７―３〈２４〉 １
付箋「第廿二 一」、年

紀不明、〔３２〕による類収

堝坂宅（三尾恵□）→安都

雄足ヵ
十六３７３ ZZ４３―２２〈２４〉 １

付箋「十三帙三巻」、未

修目録１８２「堝 坂 宅 觧

〈申宿給白米借請用事〉

一枚」

各文書参照

十六３７３～３７５・

４００～４０７・４１５

～４１９

ZZ３―１０裏〈７～１〉 １

二次、奉写一切経所告朔

解案（宝亀４．４．２９～宝亀

４．５．３０、二十一４８４～５２４）

各文書参照 十六３７３～３７５ ZZ３―１０裏〈７～６〉 ― ―

大師家→東大寺三綱務所

→造東大寺司→写経所
十六３７３～３７４ ZZ３―１０裏〈７〉 ― ―

造東大寺司（→大師家） 十六３７４～３７５ ZZ３―１０裏〈７～６〉 ― ―

大師家→東大寺三綱務所

→造東大寺司→写経所
十六４００～４０５ ZZ３―１０裏〈６～４〉 ― ―

写経所 十六４１５～４１９ ZZ３―１０裏〈３～２〉 ― ―
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２７
奉写七百巻経充紙筆

墨帳
宝字７．４．６ ～宝字７．６．１６ �七百巻経

七百巻経書写のため

の充紙筆墨の記録

２８
奉写七百巻経装潢紙
上帳

宝字７．４．６ ～宝字７．６．１５ �七百巻経
七百巻経書写料とし

て装潢が上呈した料
紙の記録

２９ 奉写七百巻経本充帳 宝字７．４．６ ～（宝字）８．９．１３ �七百巻経 各文書参照

―０１ 奉写七百巻経本充帳 宝字７．４．６ 作成 ―
七百巻経書写のため

の充本の記録

―０２ 奉請文案 （宝字）８．９．１０ 作成 ―

金剛般若経を内裏に

奉請したことに関す

る記録

―０３ 奉請文案 （宝字）８．９．１３ 作成 ―

金剛般若経を大仏殿

に奉請したことに関

する記録

３０ 荊嶋足手実 宝字７．４．１０ 作成 �二部大般若経
装潢荊嶋足の作紙報
告の手実

３１ 万昆太智請暇解 宝字７．４．１５ 作成 �七百巻経 万昆太智の請暇解

３２ 土師男成海藻送文 （宝字）７．４．１５ 作成 ―
土師男成より長門海

藻を送る際の送文

３３ 土師男成請物文 （宝字７ヵ）５．４ 作成 ―

土師男成による不足

物品購入のための請

物文

３４ 堝坂宅解 宝字７．４．１６ 作成 ―
宿置してある白米の

借用を申請する解

３５ 大師家牒等案 宝字７．４．１６ ～（神護）１．５．９ ― 各文書参照

―０１ 大師家牒 宝字７．４．１６ ～（神護）１．５．９ ― 各文書参照

―０１ 大師家牒 宝字７．４．１６ 作成 ―

大師家から東大寺三

綱務所にあてた経典

借用申請の牒

―０２ 造東大寺司牒案 宝字７．４．１７ ～（神護）１．５．９ ―

造東大寺司から大師

家にあてた経典貸出

のための牒の案

―０２ 大師家牒 宝字７．７．１ 作成 ―

大師家から東大寺三

綱務所にあてた経典

借用申請の牒

―０３ 奉写経所請疏文案 宝字７．７．５ ～宝字８．１．１７ ― 各文書参照
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― 十六４１５～４１８ ZZ３―１０裏〈３～２〉 ― ―

― 十六４１８～４１９ ZZ３―１０裏〈２〉 ― ―

大師家→造東大寺司→写

経所
十六４０５～４０７ ZZ３―１０裏〈１〉 ― ―

写経所（→造東大寺司） 十六３７５～３７６ ZZ９―９〈５〉 ２ 一次、〔３０〕

付箋「十五帙六巻」、未

修目録２３５「写経所解〈申

応奉写疏用度事〉一枚」

阿刀乙万呂→写経所ヵ 五４３６～４３７ Z３０〈１１〉 １

写経所（→内裏ヵ） 十六３７６～３８２ ZZ４―１２〈１～４〉 １ 付箋「芥ノ十七」

各文書参照 十六３８４～３８５ ZZ２４―７〈５〉 １
付箋２枚「〈出〉 八巻」

「 五」

弓削伯麻呂→写経所 十六３８４ ― ―

写経所 十六３８４～３８５ ― ―

安都雄足→某 十六３８５～３８６ ZZ４３―２２〈２９〉 １
奥に練白絁に関する追記
あり

付箋「出 八巻十□」、

端裏に切封（封墨引）あり

写経所 十六３８７～３８９ ZZ１０―１７〈１～２〉 １

ZZ一 巻 完 結、往 来 軸

「校帳〈七百巻〉」（表）「宝

字七年四月」（裏）

道鏡→造東大寺司→写経

所
五４４７～４４８ S７〈７〉 １

各文書参照 十六４０７～４１２ ZZ４２―４〈３～６〉 ２ 一次、〔１９〕

写経所（→造東大寺司） 十六４０７～４１０ ZZ４２―４〈３～５〉 ― ―

写経所 十六４１０～４１１ ZZ４２―４〈５～６〉 ― ―

写経所 十六４１１～４１２ ZZ４２―４〈６〉 ― ―

写経所 十六４１２～４１４ ZZ１０―２８ １ 奥に追記あり

ZZ一 紙 一 巻、往 来 軸

「雑物納帳」（表）「七年

七月卌巻経」（裏）

写経所 二十五３４０～３４１ ZZ３７―９〈５３・５４〉 ２
一次、最勝王経書き損じ

（天地逆、未収）

年紀不明、〔４４〕による類

収
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―０１ 奉写経所請疏文案 宝字７．７．５ 作成 ―
〔３５―０２〕より抜き書

きした記録

―０２ 奉写経所請疏文案 宝字８．１．１７ 作成 ―
経典貸出に関する記

録

―０４ 大師家牒 不明 作成ヵ ―

大師家から「造東大

寺務所」（＝造東大

寺司）にあてた経典

借用申請の牒

３６ 写経所解案 宝字７．４．１７ 作成 �一部仁王経疏
仁王経書写のための

用度申請解の案

３７ 運米使阿刀乙万呂解 宝字７．４．２２ 作成 �二部大般若経
米の購入や運送に関

する運米使阿刀乙万

呂の解

３８
東大寺奉写大般若経

所解案
宝字７．４．２３ 作成 �二部大般若経

二部大般若経書写の

ための請用雑物の使

用状況および残物状

況を報告する解の案

３９ 弓削伯麻呂請暇解 （宝字７ヵ）５．１８ ～（不明） �二部大般若経 各文書参照

―０１ 弓削伯麻呂請暇解 （宝字７ヵ）５．１８ 作成 ― 弓削伯麻呂の請暇解

―０２ 銭用注文 不明 ― ― 用銭に関する記録

４０ 安都雄足啓 宝字７．５．２４ 作成 ―
交易米などを請求す

る安都雄足の啓

４１ 七百巻経校帳 宝字７．６．１０ ～宝字７．６．１９ �七百巻経 七百巻経書写の校帳

４２ 法師道鏡牒 宝字７．６．３０ 作成 �四十巻経
造東大寺司へ十一面

経・孔雀王呪経書写

を命じる道鏡の牒

４３ 奉写経所解案 宝字７．７．２ ～（不明） 各文書参照 各文書参照

―０１ 奉写経所解案 宝字７．７．２ 作成 �四十巻経
四十巻経書写のため

の用度申請解の案

―０２ 奉写法華経用度注文 不明 ― �一部法華経
法華経書写のための

用度申請の記録

―０３
奉写阿弥陀経用度注

文
不明 ― �阿弥陀経

阿弥陀経書写のため

の用度申請の記録

４４
奉写四十巻経料雑物

納帳
（宝字）７．７．２ 作成 �四十巻経

四十巻経書写のため

の雑物収納の記録

４５
奉写四十巻経料色紙

注文
不明 ― �四十巻経

四十巻経書写のため

の色紙の記録
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

写経所 十六４１４～４１５ ZZ１０―２９ １

付箋「卌 」（「卌ノ
一」ヵ）、未修目録１００１

「充装潢紙帳〈七年七月
三日〉壱巻〈内一枚付

箋〉二十三枚」ヵ、ZZ一

紙一巻、往来軸「卌巻経
／充装潢紙帳」（表）「七
年七月三日」（裏）

各文書参照 五４４９～４５１ ZK３９〈２～３〉 １

写経所 五４４９～４５０ ZK３９〈２～３〉 ―

写経所（→造東大寺司） 五４５１ ZK３９〈３〉 ―

写経所（→造東大寺司） 五４５１ ZK３９〈３〉 ―

下道主→上馬養ヵ 五４５４～４５５ Z４７〈９〉 １ 二次、〔２０〕
左端に未収文字あり（判

読不能）

写経所 十六４２０～４２１ ZZ４―２０〈６〉 １

付箋「卅一ノ七」、未修

目録７７８「大般若経二百

巻〈云々〉一枚」

造東大寺司（→太政官ヵ） 十六４２１～４２２ Z２８裏〈１３〉 ２
一次、造東大寺司上日帳

（宝字５ヵ、十五１３２～１３４）

写経所 十六４２２ ZZ１４―７〈２０〉 １

年未詳、２通の奉写御執

経所奉請文による類収

（「個別文書の検討」参照）

写経所 五４６３ ZB３８裏〈１〉 １

二次、経所解（宝字８．１．２９、

五４６８～４６９）・経所解（宝

字８．２．３０、五４６９）、とも

に奉写二部大般若経解移

牒符案のうち、［矢越

２００７］目録の１１１―４５・４６

左端に余白約１３cmあり、

書き込み途中で廃棄され

たか（「個別文書の検討」

参照）

造円堂所→造東大寺司→

写経所
五４６３～４６４ S４５〈９〉 １

造東大寺司（→内裏ヵ） 十六４２３～４２７
ZK４２〈９～１０〉、ZZ４２

―５〈５～６〉
１

ZZ４２―５〈５〉の裏に墨痕あ

り

写経所 十六４２７～４２８ ZZ１７―７裏〈２３〉 １

二次、奉写一切経司奉請

文（景雲１．９．２６～、十七

７８～１１０）

― 十六４２７～４２８ ― ―

― 十六４２８ ― ―

大宰帥宅→造東大寺司→

写経所ヵ
五４６４ ZB５〈７〉 １

二次、造東寺司奉写大般

若経一部料紙銭注文（宝

字８．１０．２５、十六５５９～

５６０）
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

４６
奉写四十巻経充装潢
紙帳

（宝字）７．７．３ 作成 �四十巻経
四十巻経書写事業に

おける装潢への充紙
の記録

４７ 四十巻経充本帳 宝字７．７．３ ～（宝字）７．１２．２２ 各文書参照 各文書参照

―０１ 四十巻経充本帳 宝字７．７．３ 作成 �四十巻経
四十巻経書写事業の

充本帳

―０２ 奉請文案 （宝字）７．７．１８ 作成 �二部法華経
法華経二部貸出の記

録

―０３ 奉請文案 （宝字）７．１２．２２ 作成 �四十巻経 四十巻経貸出の記録

４８ 下道主状 （宝字）７．７．２５ 作成 ―
胡麻油などを請求す

る下道主の状

４９ 大般若経本奉請帳 （宝字）７．９．１ ～（宝字）７．９．１５ �大般若経
内裏への大般若経納

入の記録

５０ 造東大寺司解案 宝字７．９．５ 作成 �花厳経
花厳経書写料物の借

用申請解の案

５１ 奉請注文 （宝字７ヵ）１１．６ 作成 ―
内裏への解深密経奉

請の記録

５２ 写経所雑物出充帳 宝字７．１２．８ 作成 ― 雑物出充の記録

５３ 造円堂所牒 宝字７．１２．２０ 作成 ―
画機借用を請う造円

堂所の牒

５４
奉写心経一千巻用度

文案
宝字７．１２．２５ 作成 �心経

心経書写のための用

度雑物の記録

５５
奉写経所本経疏奉請

帳
（宝字）７．１２．２９ ～（宝字）８．３．２３ ― 諸経の貸出記録か

―０１
奉写経所本経疏奉請

文
（宝字）７．１２．２９ 作成 ―

楞伽経以下の諸経の

貸出または借用の記

録か

―０２
奉写経所本経疏奉請

文
（宝字）８．３．２３ 作成 ―

楞伽経疏の貸出また

は借用の記録か

５６ 大宰帥宅牒 宝字７．１２．３０ 作成 ―
銅工の上日を申送す

る大宰帥宅の牒
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

写経所（→造東大寺司） 十六４２８～４３１ ZZ１８―４裏〈４～３〉 １ヵ

二次ヵ、経所解案（宝字

７．５．６、五４３８）・東 大 寺

造石山院所牒案（宝字

７．５．２１、五４４１～４４２）・東

大寺司造石山院所牒案

（宝 字４？．６．９、五４４４）・

東大寺司造石山院所返抄

案（宝字７．６．１５、五４４４～

４４５）・造石山院解案（宝

字７．６．１６、五４４５～４４６）、

すべて造石山寺所解移牒

符案のうち、［矢越２００７］

目録の２―１９０～１９４
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

５７ 写経所解案 不明 ― �一部仁王経疏
経師等の作業量を報

告する写経所解の案
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